
- 29 - 

  議 事 日 程 第 ２ 号 

 

平成２６年１２月４日（木）午前１０時開議 

 

日程第１ 一般質問 

 

        ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

  本日の会議に付した事件 

 

議事日程第２号と同じ 

 

        ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

  出欠議員氏名 

出席議員（２３名） 

 １番 木  村  芳  浩 議員  ２番 相  田  克  平 議員 

 ３番 髙  橋  嘉  門 議員  ４番 佐  藤  弘  司 議員 

 ５番 山  田  富 佐 子 議員  ６番 山  村     明 議員 

 ７番 鈴  木  章  郎 議員  ８番 高  橋     壽 議員 

１０番 佐  藤  忠  次 議員 １１番 遠  藤  正  人 議員 

１２番 堤     郁  雄 議員 １３番 工  藤  正  雄 議員 

１４番 齋  藤  千 惠 子 議員 １５番 島  軒  純  一 議員 

１６番 海 老 名     悟 議員 １７番 渋  間  佳 寿 美 議員 

１８番 相  田  光  照 議員 １９番 中  村  圭  介 議員 

２０番 小  島  卓  二 議員 ２１番 佐  藤      議員 

２２番 髙  橋  義  和 議員 ２３番 小 久 保  広  信 議員 

２４番 我  妻  德  雄 議員    

 

欠席議員（なし） 

 

        ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 



- 30 - 

   出席要求による出席者職氏名 

市 長 安 部 三十郎  副 市 長 小 林 正 夫 

総 務 部 長 須 佐 達 朗  企画調整部長 山 口 昇 一 

市民環境部長 赤 木 義 信  健康福祉部長 菅 野 智 幸 

産 業 部 長 夛 田 美佐雄  建 設 部 長 細 谷 圭 一 

会 計 管 理 者 神 田   仁  総 務 課 長 菅 野 紀 生 

財 政 課 長 後 藤 利 明  総合政策課長 我 妻 秀 彰 

水 道 部 長 加 藤 吉 宏  病院事業管理者 芦 川 紘 一 

市 立 病 院 
事 務 局 長 

加 藤 智 幸  
教 育 委 員 会 
委 員 長 

髙 橋 英 機 

教 育 長 原   邦 雄  教育管理部長 船 山 弘 行 

教育指導部長 土 屋   宏  
農業委員会会長 
職 務 代 理 者 

遠 藤 伊 一 

農 業 委 員 会 
事 務 局 長 

髙 橋 寿 一  
選挙管理委員会 
委 員 長 

小 林   栄 

代表監査委員 大 澤 悦 範  
監 査 委 員 
事 務 局 長 

宇津江 俊 夫 

 

        ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

   出席した事務局職員職氏名 

事 務 局 長 近 野 長 美  事 務 局 次 長 高 野 正 雄 

庶 務 係 長 金 子 いく子  議事調査係長 青 木 重 雄 

主 査 堤     治  主 任 我 妻 政 仁 

 

        ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 



- 31 - 

 午前１０時００分 開  議 

 

○島軒純一議長 おはようございます。 

  ただいまの出席議員23名であります。 

  直ちに本日の会議を開きます。 

  本日の会議は議事日程第２号により進めます。 

 

 

 

日程第１ 一般質問 

 

○島軒純一議長 日程第１、一般質問を行います。 

  順次発言を許可します。 

  一つ、企業誘致について外３点、７番鈴木章郎

議員。 

  〔７番鈴木章郎議員登壇〕（拍手） 

○７番（鈴木章郎議員） おはようございます。 

  私からこのたびは４つについて御質問をいたし

ます。 

  企業誘致についてお伺いいたします。 

  本議会において過去に多数の議員の方々から企

業誘致について質問がなされてきました。今日、

地方自治体が直面している課題は数多く、多岐

にわたっております。本市にも言えることです

が、一般に地方自治体は十分な予算がなく交付

税や補助金などの面で中央に頼らざるを得ない

状況であります。 

  近年において地方交付税が減額される中、企業

を誘致することは、雇用の創出、市税の確保、

将来にわたって安定的な市政運営を実現してい

くためにも本市の重要施策の一つであります。 

  市民の声として、雇用に対する不安は大変大き

なものがあります。米沢市議会として開催しま

した議会報告会においても、各会場で企業誘致、

雇用の確保を訴える方が多く見受けられました。

本市は企業誘致に取り組んでおられますが、今

後もどのように企業を誘致するのかお伺いいた

します。 

  １つ、平成25年度の企業訪問数、また誘致する

企業の業種についてお伺いいたします。 

  ２つ、新たな優遇制度の考えをお持ちなのか。 

  ３つ、今年度から日本立地センターに本市専任

の企業立地推進員を配置しましたが、その成果

はあったのかお伺いをいたします。 

  ４つ、工場の増設や誘致企業の新規開拓につい

て、情報の収集や企業側の意見や要望に迅速に

対応できる体制は整っているのかお伺いいたし

ます。 

  次に、なぜ本市に山形大学蓄電デバイス開発研

究センター（飯豊拠点）を誘致できなかったの

かお伺いをいたします。 

  まず、リチウムイオン電池とは、リチウムイオ

ンによって充電や放電を行う二次電池でありま

す。この二次電池とは充電を繰り返して何度で

も使える電池で、これに対して、使い捨て電池

を一次電池と言います。 

  リチウムイオン電池は、1980年代、携帯電話や

ノートパソコンなど携帯電子機器の開発に伴い、

従来の電池より小型軽量で高容量な二次電池の

ニーズが高まる中での開発、90年代に入って実

用化され、現在実用化されている二次電池の中

でリチウムイオン電池は同じ大きさで約３倍の

電圧が見られ、継ぎ足し充電にも耐え自己放電

も少ないという優位性から、携帯電子機器の電

源として適しております。 

  さらに、高速充電が可能で幅広い温度帯で安定

して放電するといった特徴があり、ハイブリッ

ド車、人工衛星にも使用されております。現在、

携帯電話やパソコンなどの通信用電源として搭

載されているリチウムイオン二次電源にはます

ますの小型軽量化、高容量化が要求されており、

さらに昨今の地球環境への配慮から、ＣＯ２排出

量削減のために電気自動車用の蓄電池としても

市場投入されております。また、太陽光発電、

風力発電など再生可能エネルギー普及拡大のた

めの電力貯蔵、負荷変動、調整用電池として適
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用するために研究開発、実証研究にも注目が集

まるようになってきております。 

  質問ですが、人口減少、少子高齢化対策は本市

にとって大きな課題であります。それには出生

率向上、子育て環境の整備、若者の本市への定

着等、とらなければならない対策は山積してお

りますが、何をなすにも税の増収と雇用の拡大

なくしてなし得るものではないと考えます。そ

のためには企業誘致や新規起業への支援が肝要

と思うが、そんな折に平成24年度に山大からリ

チウム電池のパイロット工場の話があったとの

ことですが、それは飯豊町に決まり、今後も山

大に限らず雇用が期待できる企業の進出が考え

られることから、このたび山大の要望に対して

最大限本市として努力なされての結果だったの

か、これまでの経過をお伺いいたします。 

  ３つ目の有害鳥獣対策の取り組みについてお伺

いいたします。 

  猿被害対策については本議会でも幾度となく議

論されてきましたが、効果的な対策がとれず、

被害が減少するどころか、今まで出没していな

かった地区に群れをなし被害が出ている状況で

あります。 

  そこでお伺いいたします。平成25年度による被

害額は、地域別による被害状況はどうだったの

か。また、電気柵、追い払い対策によるロケッ

ト花火、モンキードッグ、捕獲による対策を実

施しているが、被害減少に至らない理由を把握

されているのかお伺いいたします。 

  ４つ目の出前市長室についてお伺いいたします。 

  直接対話の情報交換の場として、市長が出向き

地域の方々や地区の団体と対話を通して地域の

実情や課題、市政に関する意見等をお聞きし、

市政に反映させるため安部市政になられてから

出前市長室が行われてきて、開始してから既に

10年を経過しております。その成果と今後のあ

り方、進め方についてお伺いいたします。 

  １つ、出前市長室の目的は。 

  ２つ、市長を囲む座談会と出前市長室の開催地

域は、市内全域を対象に計画的に順次開催して

いるのか。昨年度の開催日数をお伺いいたしま

す。 

  ３つ目でありますが、これまでに出前市長室に

おいて多くの方々のご意見があったと思われま

すが、それらを市政に反映された具体例をお聞

きいたします。 

○島軒純一議長 安部市長。 

  〔安部三十郎市長登壇〕 

○安部三十郎市長 ただいまの鈴木章郎議員の御質

問にお答えをいたします。 

  私からは、企業誘致について、そして蓄電デバ

イス関係の経過についてお答えをいたします。

その他につきましては部長よりお答えをいたし

ます。 

  まず企業誘致のほうでありますが、平成25年度、

平成26年度の企業訪問回数は、平成25年度で147

社。業種の内訳は、製造業が76社、サービス業

が20社、公的機関が15、その他が36社です。平

成26年度は90社。業種の内訳は、製造業が41社、

サービス業が５社、公的機関が15、建設業や金

融業が29社です。 

  また、26年度には新たな企業誘致方針に掲げた

関連業種の企業、有望企業、これらを重点的に

訪問するとともに、日本立地センターの企業誘

致専門員の同行によってこれまでと違った新た

な企業の開拓に努めてまいりました。 

  続いて、企業誘致の新たな助成制度であります

が、昨年度、中小企業基盤整備機構から米沢オ

フィス・アルカディア、八幡原中核工業団地の

未分譲地を取得した折に策定をいたしました新

たな助成制度を今年度から活用しております。 

  その内容ですが、米沢オフィス・アルカディア

への立地企業に対する助成金の上限を１億円か

ら２億円に引き上げるとともに、新たに八幡原

中核工業団地への立地企業に対する土地取得費

への助成制度を創設いたしました。またあわせ
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て、産業用地の賃貸借制度と１人当たり30万円、

上限額1,500万円の雇用奨励金制度及び立地企業

の情報提供者への報奨金制度も創設をいたしま

した。 

  続いて、日本立地センターに委託した東京事務

所機能と専門員の活動実績並びに現状でありま

すが、専門員の企業訪問実績は、10月までの半

年間で関東地域を中心として東海、関西、東北

地域の企業等への訪問等を86社に対して行って

おります。手応えとしては、長期的な視点で工

場の移転や設置を考えている企業が数社見られ

るという段階であります。これまで担当者が訪

問していなかった企業に対して専門員が訪問を

していることにより、企業誘致活動の幅が広が

ってきたと見ております。 

  続いて、立地企業の情報、要望などの把握体制

についてですが、商工課職員やものづくり産学

連携コーディネーターが企業を訪問して情報を

把握するだけでなく、米沢電機工業会や八幡原

企業協議会のほか、米沢オフィス・アルカディ

アに立地する企業でことし新たに組織をしまし

たオフィスアルカディアクラブなど、各団体と

の交流を図りながら企業からの情報や要望の把

握に努めております。企業からの要望につきま

しては、承った後、各関係部署と連携を図りな

がら対応しております。 

  次に、山形大学蓄電デバイスの開発研究センタ

ー（飯豊拠点）の経緯についてお答えをいたし

ます。 

  現在、米沢オフィス・アルカディア内の蓄電デ

バイス開発研究センターで電池の主要な部材で

あるセパレータの試作開発を行っております。

そして、有機エレクトロニクスイノベーション

センターで正極、負極、電解液の研究開発を行

っております。この２つが蓄電デバイスにおけ

る研究開発の中心ですが、今回山形大学が飯豊

町に整備をする蓄電デバイス開発研究センター

というのは、これらの組み合わせと安全性の評

価をするものであります。この飯豊町の施設の

設置については、さきに述べましたセパレータ

の試作開発、正極、負極、電解液の研究開発の

ための空き工場などを米沢市内に商工会議所と

ともに探した経過がありますが、この折に、も

はや米沢市内には適応する空き工場等がないと

いうことが大学側にもわかり、飯豊町からは本

市では活用できない過疎債を活用することによ

って新しい建物を建てることができるからとい

う申し出があったことによって今回の判断に至

ったと山形大学から報告を受けております。 

  また、今後も蓄電デバイスの開発は米沢市を中

心とする方針に変わりはないという報告も受け

ております。 

  私からは以上です。 

○島軒純一議長 夛田産業部長。 

  〔夛田美佐雄産業部長登壇〕 

○夛田美佐雄産業部長 私からは、３番の本市の有

害鳥獣対策の取り組みについてお答え申し上げ

ます。 

  初めに、平成25年度の被害額及び被害状況につ

いてお答えします。 

  平成25年度の有害鳥獣による農作物被害は、各

地区住民に可能な限り全戸調査した結果、水稲

の被害が45.8アールで被害額が40万2,000円、野

菜が292.2アールで600万3,000円、果樹等が87.8

アールで175万6,000円となっており、合計では

被害面積425.8アール、被害金額816万1,000円と

なっております。 

  また、地区別に見ると、南原地区の被害面積が

22.0アールで被害額が40万9,000円、万世地区で

39.8アールで44万3,000円、山上地区で8.5アー

ルで19万1,000円、三沢・田沢地区で166.4アー

ルで292万1,000円、米沢西地区で94.2アールで

206万3,000円、上長井地区で4.5アールで10万円、

上郷地区で47.2アールで107万8,000円、広幡地

区で43.2アールで95万3,000円となっております。 

  本市の鳥獣による農作物被害状況についてであ
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りますが、８割近くが猿によるものであること

から対策も猿中心に実施してまいりましたが、

近年、被害を及ぼす鳥獣種類が増加傾向にあり

ます。猿以外の被害では次にイノシシの被害が

多く、特に三沢地区と上郷地区で水稲や野菜な

どに被害が発生しております。それ以外ではウ

サギによるリンゴ団地内での果樹被害が発生し

ているほか、カラスなどの鳥類が米沢西地区、

南原地区、上郷地区の広範囲にわたって果樹被

害を及ぼしております。 

  平成25年度は例年と比べ全国的に被害が激減す

る地域が多く、本市でも同様の傾向があらわれ

ており、その原因として山が豊作であったこと

が最も関係しているものと推測しています。 

  平成26年度の被害地域、額等の詳細については、

行政連絡員と各有害鳥獣対策協議会の協力を得

ながら現在調査中でありますので、今後、集計

が終わりましたらお示しできるものと考えてお

ります。 

  次に、イノシシの生息状況及び対応についてお

答えします。 

  数年前から市内数カ所で目撃情報や被害が確認

されており、今年度も同様な情報が寄せられて

いることから、米沢猟友会の意見を参考に出没

頻度や被害状況から推察した結果、市内全域で

50頭程度生息しているものと推定しております。

生息場所については万世、三沢、田沢など広範

囲にわたっており、移動エリアが広いため山間

部の全地域に生息しているものと推測しており

ます。 

  被害の特徴としては、水稲の食害被害だけでな

く、踏み荒らしによる稲の倒伏被害やカエルや

昆虫などを探すために畦畔の掘り起こしによる

被害も発生しております。 

  イノシシは繁殖力が強く、雌は２歳で初産を迎

え毎年４～５頭を出産することから爆発的な拡

大が懸念されるため、米沢猟友会に依頼し捕獲

おりを設置しましたが、現在では生息密度が低

いためおりによる捕獲までは至っておりません。

今後、狩猟期間における巻狩りなどを実施し、

捕獲の対応をとっていきたいと考えております。 

  また、米沢市では地域の有害鳥獣対策に当たる

リーダーを対象とした研修会や地域住民を対象

とした研修会を開催しており、イノシシの生態

や捕獲方法を学ぶための講習会なども実施しな

がら被害防止対策を進めています。 

  次に、電気柵、花火による追い払い、モンキー

ドッグなどの取り組みが被害減少となっていな

い原因についてお答えします。 

  有害鳥獣による作物被害は主に猿を中心に平成

の初めごろから問題となり、これまで花火によ

る追い払いや電気柵の設置、モンキードッグな

どの取り組みを実施してきましたが、一定の効

果はあったものの万全の対策までは至っておら

ず、結果として被害の拡大は防ぐことはできな

かったところであります。 

  この原因につきましては、全国的な傾向であり

ますが、有効な対策が確立していない中で対処

的な対応にとどまっていたことが大きな理由と

考えております。特に捕殺については、群れの

分裂により被害を及ぼす群れに変化したり、頭

数も減少していない結果となっております。 

  また、根本的な問題は、集落環境が荒廃し被害

鳥獣が餌を求めて人里に近づきやすくなってい

るにもかかわらず、対処的な方法しかとられて

いないことが原因と考えております。このため、

昨年度からは全国的な優良事例や専門家の助言

などを参考に、集落環境の再点検から根本的な

解決策を検討していく地域ぐるみでの取り組み

を進めるため、モデル地域を設置しその効果を

検証しており、これまでの対策もうまく組み合

わせながら他の地域にも広げて効果を高めてい

きたいと考えております。 

  次に、実施隊の活動内容についてお答えします。 

  鳥獣被害防止特別措置法の規定により設置され

ている鳥獣被害対策実施隊は、農作物の被害対
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策を行う専門職として、９月までは猟友会会員

７名、民間３名の計10名に委嘱し、４月から週

末を除くほぼ毎日、モンキードッグと連携しな

がら早朝から夕方まで交代で切れ目なく活動を

行っております。さらなる対策強化を図るため、

10月１日より新たに猟友会の会員88名にも加わ

っていただき計98名による構成とし、組織強化

を図ったところであります。 

  実施隊の主な活動としましては、パトロール、

有害鳥獣追い払い活動、緊急対応を含めた駆除

活動、捕獲おりの設置及び捕獲活動、集落への

指導などを行っております。 

  次に、有害捕殺数についてお答えします。 

  山形県ニホンザル保護管理事業実施計画により、

平成26年度猿の捕獲申請頭数は山形県より125頭

の許可を得ているところでありますが、無計画

な捕殺は逆に群れの分裂や遊動域の変化を招き

個体数の減少にはつながらないというこれまで

の結果や専門家からの助言を踏まえ、各地区協

議会や米沢猟友会などの協力を得ながら、群れ

の数やサイズを考慮しながら、加害猿を中心に

必要最低限の範囲で有害捕殺を実施したところ

であります。 

  私からは以上であります。 

○島軒純一議長 山口企画調整部長。 

  〔山口昇一企画調整部長登壇〕 

○山口昇一企画調整部長 私からは、出前市長室に

ついてお答えをさせていただきます。 

  まず目的でありますが、出前市長室は「開かれ

た市政」でなければならないという市政運営の

理念のもと平成16年度から始めた広聴事業の一

つであり、市長と直接対話をしたいという町内

会や各種団体などが設定した会場に市長が出向

き、自由に、または特定のテーマを設けて意見

交換を行うものであります。 

  事業の目的でありますが、市民の意見等を反映

したきめ細やかな市政を推進すること、そして

市政に対する市民の理解を深めていただくこと、

この２点であります。 

  次に、開催場所についてでありますが、出前市

長室の場合は各地区のコミュニティセンター単

位でありますが、出前市長室については御要請

があってこれに対応する形でありますので、必

ずしも市内のバランスを考慮しながらというふ

うなことにはなっておりませんので、この点に

ついては御理解をいただきたいというふうに思

います。 

  次に、出前市長室の開催実績でありますが、事

業開始当初はこれまでにない広聴事業に対して

注目を集めたことから、年間20件ほどの開催依

頼をいただいてまいりました。平成18年度から

新たな広聴事業として実施いたしました「市長

への手紙」など、市長や市役所に対して自治組

織や各種団体、または個人の意見、要望を届け

る手段が多様化したこともあり、出前市長室の

依頼件数は減少してきております。 

  平成25年度と今年度の開催件数を申し上げます

と、25年度は３件、そして今年度は現在までに

１件となっております。25年度の３件につきま

しては、市民から開催依頼を受けたというもの

ではなくて、本市が主体となって綱木、大沢・

大小屋、板谷といった山間地域において開催を

したものであります。人口の減少や住民の高齢

化に伴う諸問題やそれぞれが抱えている課題な

どを伺いながら、その共有化を図り支援の方策

などを探ることを目的に開催させていただきま

した。また、今年度の１件は、市内において不

登校児童、生徒を対象にしたフリースクールや

就労支援事業を展開している特定非営利法人か

らの依頼を受けまして、その施設に出向いて通

学している児童・生徒や指導者から直接お話を

伺ったものであります。 

  こうした出前市長室における意見、声の市政へ

の反映についてでありますが、市民活動の現場

を拝見させていただきながら率直な意見交換を

行う場であり、市政のさまざまな施策の参考に
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していこうというのがこの出前市長室の趣旨で

あります。しかしながら、陳情や要望をいただ

く場として設定しているものではありませんが、

現実的には参加者からさまざまな御要望等が出

されることも少なくありません。例えば道路や

水路の改修や冬期間の除排雪、防犯灯の設置な

どが挙げられますが、これらに対しては、関係

機関と連携の上、実現可能なものから順次着手

するように努めております。 

  具体的な成果についてという御質問でありまし

たが、一例を申し上げますと、平成21年度にも

綱木、板谷、大沢、大小屋の４地区において出

前市長室を開催し、それぞれ地域の実情などを

住民の方々から直接お話をお聞きしたことがご

ざいました。その際は、国道までのアクセス道

路の除排雪の問題やテレビ地上波のデジタル化、

それからインターネットなどの情報通信インフ

ラなどについて御要望や御心配をいただいたこ

とがありました。こういった御意見を参考にし

ながら、平成22年度から高速大容量の情報通信

網の整備が期待できなかった板谷地区を初めと

した白布、入田沢、万世地区などを対象にして、

国の補助事業を受けて光ファイバーによるケー

ブルテレビ網を整備して地域間の情報格差の解

消に努めたところであります。 

  また、山間部におけるテレビの共聴受信施設の

デジタル化を推進するために、市独自の支援制

度を創設してアンテナ改修等に対応したほか、

大河ドラマ「天地人」の放送を機に、綱木地区

関係者の方々の御提案と御理解をいただきなが

ら、旧会津・米沢街道の復元整備を行いワンデ

ーマーチ等の事業を実施するなど、北塩原村や

多くの市民との交流を促進する事業にも協働で

取り組んできた実績がございます。 

  私からは以上であります。 

○島軒純一議長 鈴木章郎議員。 

○７番（鈴木章郎議員） まず最初に、企業誘致か

らお伺いいたします。 

  このたび日本立地センターに本市専任の企業立

地専門員を配置したと。その成果は、企業誘致

に対して幅が出たというところでございます。

私もこれは非常に期待しておりまして、市長に

なられてから10年たちますけれども、トップセ

ールスしてきたと。この10年でなかなかその成

果はあらわれないと。この専門員ですけれども、

何年単位なのか。今後ずっと置いておくのか、

それとも１人ではまだまだ企業の誘致がならな

い、だったら２人とかにふやすのか。その辺は

どうお考えですか。 

○島軒純一議長 夛田産業部長。 

○夛田美佐雄産業部長 現時点では１名の専門員で

活動をしておりますが、今後、結果を見ながら

増員するのか、あるいはなくすのか。それも含

めて検討していきたいというふうに考えていま

す。 

○島軒純一議長 鈴木章郎議員。 

○７番（鈴木章郎議員） 今、市長のほうから企業

の業種別についてお聞きしました。この中でち

ょっと気になったのは、建設業のほうに企業誘

致なさっていると。建設業、こちらに工場ない

し営業なんですか。仕事、雇用はふえますけれ

ども、ややもすると地元企業が共倒れになるの

ではないかなと思うんですけれども、なぜこの

建設業のほうにおいでになっているのかお伺い

いたします。 

○島軒純一議長 安部市長。 

○安部三十郎市長 建設業につきましては、直接誘

致するということではなくて、建設業そして金

融業にはさまざまな情報が集まることから情報

収集のために伺っています。 

○島軒純一議長 鈴木章郎議員。 

○７番（鈴木章郎議員） わかりました。 

  今回からまた新しい情報というか、啓翁桜の交

流会があって私も当初参加させてもらったんだ

けれども、名刺交換する中で、やはり横浜のそ

うそうたる経済人の方々で、また新しい企業誘



- 37 - 

致の情報が得られる場だと思っております。こ

の交流の場を市長はどのように今後企業誘致に

対して生かされていかれるのかお伺いします。 

○島軒純一議長 安部市長。 

○安部三十郎市長 ただいま御質問がありましたよ

うに啓翁桜の交流会でありますが、そもそも横

浜のライオンズクラブの幾つかのライオンズク

ラブが連合して米沢の啓翁桜を横浜の目抜き通

りに植えてくださったことから、感謝を込めて、

地元の町内会の人たちが草むしりとかやってく

ださっていますので、植えてくださったライオ

ンズクラブそして地元の町内の方々に感謝の意

味を込めて、まだ花の咲かないうちに花見をし

て、そして横浜中華街での交流会というふうに

なっているわけですが、今御質問のありました

ようにライオンズクラブのメンバーの方々はや

はりそうそうたる方々で、しかも業種も多種に

わたっておりますので、さまざまなこれからの

経済的なつながり、営業の展開が期待できると

いうふうに思っておりますので、これを大事に

伸ばしていきたいというふうに思っています。 

  実際に米沢のワインの取引のお話があったりあ

るいは啓翁桜そのものの取引があったり、この

後、産業部長のほうから話があると思いますが、

米沢の米の販路拡大の御相談に行ったりとかさ

まざまに活用の例が出てきておりますので、広

げていきたいと思っております。 

○島軒純一議長 夛田産業部長。 

○夛田美佐雄産業部長 今市長が申し上げましたと

おり、横浜のライオンズクラブ等に農林課長が

出向いてお話をしてまいりました。一応いろい

ろなイベントに向けて米沢産の米の需要につい

てもお話をお願いしまして、今後ＰＲをしてい

きたいというようなお話をしてきたところであ

ります。 

○島軒純一議長 鈴木章郎議員。 

○７番（鈴木章郎議員） この企業誘致、今まで以

上にスピード感を持って、何社でもアルカディ

ア、八幡原に企業が来てもらえるように頑張っ

ていただきたいと思っています。 

  ２番目の山形大学蓄電デバイス開発研究センタ

ーについてお伺いいたします。 

  これですけれども、議会としてもこの飯豊拠点

に決まったのが新聞の報道でわかりました。私

たちもその後、議会報告会等で恐らく市民の方

から質問が出るということで、議長の計らいで

全員協議会を開催していただきました。そこで

いろいろなことがわかってきました。率直に言

いますと、当局の言い分としては、最初はお金

がなかった、都合をつけられなかった。２番目

は時間がなかった。補助金に対する期限が決ま

っているのでできないと。そこで終わっている

んですね、これ。その努力が全然見えないとい

うことで御質問をさせていただきます。 

  当初、平成24年度から平成25年度にかけて経済

産業省の新たな補助金を活用してセパレータ以

外の正極、負極の部材の開発研究を行う拠点を

米沢市内で検討したが、この補助制度で装置は

整備できるが建物が整備できないことから、市

で空き工場の活用や新設することなどを検討し

たと。その補助金の交付期限２年間の中で事業

の完了をしなければならないというところでご

ざいました。しかし、時間的な制限、金銭的な

制限という部分で米沢市内での新設工場につい

ては難しかったと。 

  ここで、市はこの部分で断念しておるわけです。

その後市としては何も対応なさらなかったとい

うことでよろしいんですか。 

○島軒純一議長 夛田産業部長。 

○夛田美佐雄産業部長 結果的には飯豊町と山形大

学との交渉が成立して飯豊町に蓄電デバイス開

発研究センターが開設することになったわけで

ありますが、本市としては、市内での開発を望

んで山形大学との協議を進めてきた経過がござ

います。この話は議員仰せのとおり、24年度に

山形大学から空き工場がないかの相談があり、
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そこから始まり、市としても幾つか紹介するも

山形大学の条件に合致しなかったと。また、商

工会議所とも相談しながら進めてきたものの山

形大学からの了承を得られなかったということ

で、いずれにしましても、当時、本市としては

基本的には土地を提供することで、事業を山形

大学で展開していただくことで協議を進めてき

たところであります。また、議員仰せのとおり

時間的な制約もあり、建物を新たに建てて進め

ることも困難であったこともあり、空き工場の

話で進めてきた経過でございますので、その後

何ら話をしないというものでなくて、経過の中

で、今回のように山形大学が飯豊町に開設する

判断に決めたというふうにお伺いしているとこ

ろでございます。 

○島軒純一議長 鈴木章郎議員。 

○７番（鈴木章郎議員） しかし、この補助金の期

限というのはだんだん延びていったというとこ

ろでございます。結果的に２年間の余裕が出た

と。当局として、やはり補助金の期限が２年間

の中で事業を展開しなくてはだめだと。が、こ

の延ばす努力ですよ。市長がトップになって国

に行ったりとか、地元の国会議員の方に頼んで

何とかこの研究所を米沢市へと。最終的には雇

用の確保です。こういう努力をしてだめであれ

ば、飯豊町に行ったとなれば議会としてもしよ

うがないのかなと。しかし、その努力がない。

もしそういう努力をすれば、今回は飯豊町に行

きましたけれども、今後、市としてここまで動

いてもらったからとまた次の信頼関係が生まれ

ると思うんです。その努力をなぜしなかったん

でしょうか。 

○島軒純一議長 安部市長。 

○安部三十郎市長 先ほども御説明いたしましたが、

最初は既存の建屋を利用してということを考え

たわけですが、適当なものがもう既に前の研究

の段階でないということがわかった。そして、

今補助金という話でしたが、補助金の期限が延

びたとしても補助金だけでは、先ほど部長が申

し上げましたように建屋を建てるための補助金

ではありませんので、そうなってきますと結局

自前の補助金を、国からではなくて市から単独

の補助金を出して建屋を建てるとか、次はそう

いう方策となるわけですが、なかなかそこには

財政事情があって踏み切れないということがあ

るところ、飯豊町のほうから有利な過疎債を使

って、７億円と聞いていますが、建屋を自前で

建てるという話があって、山大はそれだったら

早いほうの提案ということで飯豊町ということ

になりましたので、そういうことを踏まえます

と、地元で開発してもらうためにやはり米沢市

も自前の補助金を出すかどうか、そういうとこ

ろの判断をさらにしていかなくてはいけないと

いうふうに思います。 

○島軒純一議長 鈴木章郎議員。 

○７番（鈴木章郎議員） 今回、飯豊町。建物で７

億。でも、過疎債で飯豊町から２億。相当な財

源ですよ。あちらは8,000人、こちらは８万人。

市でいうと20億ですか、10倍すると。恐らく大

変でしょう。24年、25年、26年、赤字ですから、

これ。もう恐らくわかったでしょう、当局のほ

うは。 

  しかしながら、そういう財源の大変な中で市長

は新文化複合施設を選んでいるわけです。恐ら

く24年、25年同じです、この話が出てきたのは。

これはやはり間違った方向に行ったのかなと。

この建屋を建てるための補助金ですか、自前。

財政的に難しかったと。ならば、これも議会に

諮るべきでした。これは結局新聞報道で全てが

わかったの。議会に相談して一緒にやっていこ

うとこういう体制が見えないと。 

  ここでお伺いしますけれども、非常にこの件に

対しても米沢市にとって本当に重大であります

よね。この事業。平成24年、25年度と言えば、

新文化複合施設の問題があった時期であります。

このリチウム電池工場の話とダブるわけであり
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ますけれども、その時期に市長は、24年５月15

日、全員協議会ですけれども、文化複合施設に

ついてのドタバタ劇に対して、当時の佐藤議長

のほうから申し入れでどう責任をとるんだとい

うところで、関心の高い事業の経過説明に関し

てはより頻度を高く議会に説明すると明言して

いるんです。しかし、この件に関しては議会に

は報告しなかったと。ということは、この件は

重要でないと判断なさって、議会にこの山大に

おけるデバイス開発研究センターは報告しなか

ったということでありますか。 

  重大か重大でなかったか、そこだけ。なかった

んでしょう。 

○島軒純一議長 夛田産業部長。（「いやいや、市

長、市長」「答えたくございません」の声あ

り） 

○夛田美佐雄産業部長 今の御質問については、当

局としては大変重要な課題であるというふうに

思っております。今回のように至った経緯につ

いては、我々としては本市にとにかく開所して

いただきたいという気持ちで臨んだ経過でござ

いますので、御理解いただきたいと思います。 

○島軒純一議長 安部市長。 

○安部三十郎市長 新聞発表になる前に議会に報告

という手順であればよかったというふうに思い

ます。ただ、大学のほうも市に報告してから新

聞発表という手順ではなくて、新聞発表してか

ら市に報告という手順になっておりますので、

そこで…… 

○島軒純一議長 市長、ちょっとお待ちください。

問われていることと答弁がちょっと違うようで

すから、整理を。反問してもよろしいですよ。 

○安部三十郎市長 どこが違っていますか。 

○島軒純一議長 24年、25年当時に重要でないとい

う判断をされたのかということでしょう。いい

ですね、鈴木章郎議員。安部市長。 

○安部三十郎市長 議会にそのようにお話をして、

そして今産業部長も言っておりますが、この件

については重要と思います。ですから、重要だ

からこそ新聞発表の前に議会に報告という手順

になるべきだったというふうに今申し上げたわ

けです。なぜならなかったかと言えば…… 

○島軒純一議長 また違う。24年、25年当時で、25

年に言われたことで、重要と思われることは議

会に報告をしながら進めていくと、相談をする

というようなことを言っているけれども、その

ときは、この件は報告する案件ほど重要でなか

ったのかということを言っているんです。とい

うことですね。（「そうです」の声あり）25年

当時のことを言われているわけですね。安部市

長。 

○安部三十郎市長 わかりました。要するに話がど

こまで熟度が高まっていたかということなわけ

です。その当時はこの蓄電デバイスについては

まだ熟度が高まっていない、要するにはっきり

した形になっていないというそういう段階でし

たので、そういう認識でした。ただ、だんだん

熟度が高まってきた。しかもどこで高まったか

と言えば、急に高まってきて、要するに新聞に

出る直前ぐらいになって十分高まったのだと思

います。そして、要するに大学側から見れば急

に熟度が高まったので、急を要して急いで飯豊

町と話をしたということなので、米沢市に話を

する前に新聞報告になったというそういう経緯

であって、もう一遍まとめて申し上げますと、

24年、25年のこの議会のときにはまだそういう

熟度まではこの問題については行っていなかっ

たという、そういうふうに御理解いただきたい

と思います。 

○島軒純一議長 鈴木章郎議員。 

○７番（鈴木章郎議員） 熟度云々もありますが、

これは重要だったということでよろしいですね。

時間もあれですから。 

  今回、当局は飯豊町の工場はあくまでも試験工

場で製造工場ではないと言っておられます。今

後、飯豊町や米沢市以外の置賜１市２町が山大



- 40 - 

に誘致運動を行えば、今回のつれない態度の米

沢市より熱心な２市５町への工場拡大が行われ

ることは必至であり、今回の米沢市の対応は

後々まで私は影響が出ると思っております。 

  一番心配しているのは、あそこに行くことによ

って、その製造段階になったとき蓄電関係企業

の集積の形成がなり得るんじゃないかと。この

心配なんです。これ確約はとれないんですけれ

ども、山形大学のほうに。もし試験の成功、製

造になったらその工場は米沢市ということを強

く、市長、動いてください。これは要望で終わ

ります。 

○島軒純一議長 安部市長。 

○安部三十郎市長 常々米沢市の参与については、

鈴木議員から市長の家庭教師でないかという御

指摘がありましたが、そうでなくて、米沢市と

大学を結ぶ信頼関係の重要なパイプになってい

ます。現学部長の飯塚先生も参与であられたぐ

らいであります。そういう太い信頼関係という

のを参与というパイプを通じながら築いてまい

りましたので、ですから、今回の件に関しても、

大学内で要するにこの専門の先生が飯豊町と早

目に交渉してしまって、そのために手順が狂っ

てこうなったということでおわびがあったぐら

い深い信頼関係のパイプがありますので、議員

の望んでおられるような方向に行くように今後

とも努力をしていきたいというふうに思います。 

  そしてもう一つですが、先ほど議員のほうから、

米沢市と飯豊町は人口もこんなに違うのにとい

うことがありましたが、それも大事なポイント

だと思います。すなわち、米沢市での開発、そ

して飯豊町での組み立てと安全性のテストとい

うことによって総合的に蓄電デバイスの研究が

進んでいきますので、それによって米沢市民の

雇用の場、飯豊町民の雇用の場というようにお

互いによくなるような方向に行くように持って

いきたいものだというふうに思っています。 

○島軒純一議長 鈴木章郎議員。 

○７番（鈴木章郎議員） その市長の答弁に対して

もっと私言いたいんですけれども、時間の関係

で、済みません。 

  ４番目の出前市長室についてお伺いします。 

  当初人気があって20件あったと。しかし、近年

は３件、１件と。それは市長への手紙等々があ

るからというところでございました。 

  私、10月の２日ですか、中部コミセンで市長を

囲む座談会に参加しておりました。そのときの

テーマが中心市街地活性化、人口減少、その他。

その中で、この出前市長室というのはやはり開

かれた市政、市長と直接対話して意見交換をし

たいという、趣旨はこういうところでございま

すけれども、その当時、市長、新文化複合施設

をもって中心市街地活性化に一貫して反対して

きた当時出席した私に対して、反対意見の説明

を求める発言をなさった。間違いないですね。

当時、企画の課長もいた。教育指導部長もいま

した。中部地区の方、あきれ返っていました。

私はいいですよ。でも、それは市長を囲む座談

会。私の中心市街地の活性化反対論じゃないで

すよ、その説明会は。これ適切だと思いますか、

私に対して。 

○島軒純一議長 安部市長。 

○安部三十郎市長 市長を囲む座談会を各地で行っ

ておりますが、議員の方が発言される場合もあ

ります。それも、議員の方がみずから手を挙げ

て発言する場合、あるいは住民の方から聞かれ

て発言する場合もありますので、市長を囲む座

談会で市議会議員の方が発言すること自体は何

ら問題はないと思います。そして、こちらから

なぜ反対なのかそういうような意見も出しても

らったほうが、すなわちこっちの部分だけでな

くて反対、表の部分、どっちが裏か表か別にし

ても、一面でなくて多面的に物事を見てもらう

ためには鈴木章郎議員の御発言もいただいたほ

うがいいと思って発言の機会を御提供しました

が、拒否されたというだけであります。 
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○島軒純一議長 鈴木章郎議員。 

○７番（鈴木章郎議員） おかしいな、御提供って。

あなたの声、行政に対して市民の方、なかなか

行政も忙しいですから、市長も忙しいですから、

意見、話を聞きたいんですよ。ならば、あなた

が直接。座長がいましたよね。座長の許可をも

ってするべき。あなたは直接私に対して求めま

した。私は中心市街地の方、市長に敬意を表し

て発言しません。私が言ったら10分、15分、せ

っかくの時間が無駄になる。良識ある方だった

らそういう発言はしない。良識ある人だったら、

このたび新文化複合施設、きょう来てくださっ

た中部地区の皆様の御理解と御協力をもって、

100年後、200年後、いい施設を建てますので今

後ともよろしくお願いしますと言うんでないで

すか。 

○島軒純一議長 安部市長。 

○安部三十郎市長 まず、座長の許可を得ないで指

名したということではなくて、発言されたらど

うですかと言っているわけですから、その後に

座長がその発言を許すかどうかの判断になるだ

けの話であって、何も座長を差し置いて私が指

名したとかそういうことではないことをまず御

理解いただきたいというのが一つです。 

  もう一つは、市議会議員も公職でありますから、

市長を囲む座談会というのは、これは公の場で

すので正々堂々と御発言されたほうがよいかと

いうように思ったわけであります。 

○島軒純一議長 鈴木章郎議員。 

○７番（鈴木章郎議員） ならば、市長、中部地区

の方にその場をつくってもらいますから、やり

ましょうよ。あなたの新文化複合施設をもって

の中心市街地活性化。私は新文化複合施設をも

って活性化しないと。やりましょうよ。場をつ

くってもらいますから。逃げないでくださいよ。

いいですよ。当局から２人、３人呼んできても

いいですよ。私１人で行きますから、やりまし

ょう。どうですか。ここで約束してください。 

○島軒純一議長 安部市長。 

○安部三十郎市長 基本的にはそれは何らやぶさか

ではありません。ただ、幅広い御意見を聞かな

いとというのがありますから、一部の方だけの

参加ではうまくないというのがあります。あと

時期もあります。要するに、さまざまなことを

勘案していつするかというのは、日時を御指定

いただくわけにはいかないので時期も勘案させ

てもらいたいというように、さまざま要するに

前提条件を御相談させていただきたいというよ

うに思います。 

○島軒純一議長 鈴木章郎議員。 

○７番（鈴木章郎議員） このたびの市長としての

資質、能力、精神ともにこれは市長としていか

がなものかというところがわかったところでご

ざいます。今後、議員の中で、市長選に出るの

かということを、私は聞きませんけれども、こ

の流れでいくと聞きたいんですけれども、ここ

はやめとして、私の質問とさせていただきます。 

○島軒純一議長 以上で７番鈴木章郎議員の一般質

問を終了し、暫時休憩いたします。 

 

午前１０時５９分 休  憩 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

午前１１時０９分 開  議 

 

○島軒純一議長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に進みます。 

  一つ、本市の自然環境とビオトープについて

外１点、６番山村明議員。 

  〔６番山村 明議員登壇〕（拍手） 

○６番（山村 明議員） おはようございます。政

鱗会、続きまして、山村明でございます。 

  12月、師走に入りまして、衆議院の解散で思い

もかけない年末選挙ということで、選挙は始ま

りました。そして雪は降ってくる。雪は積もる。
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このたびの雪は殊のほか重い雪で、市民の側か

ら見ると除雪車は来ない、市民のほうとすると

「だめよー、だめだめ」というふうに言いたい

ところだったんでないかなというふうに思って

おります。 

  今回は一般質問者が、衆議院の選挙がかぶって

きましたので、そちらのほうの重鎮の市会議員

の方々は一般質問されなくて今回質問者が少な

くなるのかなと思ったら、15名も３日間フルに

通告者がありまして、米沢市議会はさすがに活

発だなと思いを新たにしたところであります。 

  それでは、質問に入ります。 

  本市の自然環境とビオトープについて。 

  米沢市は東京から山形新幹線で２時間という時

間距離にあり、時間で見れば東京近郊の通勤圏

と同じ近さであります。が、東北地方であり、

奥羽山脈を越して西側、日本海側の最上川水系

であり、雪国であります。東京などの大都会か

らすれば自然豊かな別天地であります。短時間

で水田や畑はもちろん、森や林や泉や山、そし

てスキー場、温泉がすぐ手の届く身近なところ

に大自然があり、すばらしい環境であります。

そういうことで、米沢市は自然や緑化事業など

をもっと生かして進めていくべきだと思います

が、どうでしょうか。 

  まず、本市のすぐれている点は何かと探してみ

たとき、昭和47年から仕事に入り昭和53年から

分譲開始された八幡原中核工業団地であります。

383.6ヘクタール造成をやって分譲をやってきた

わけでありますけれども、ちょうど１年前に中

小企業基盤整備機構から米沢市が未分譲地を取

得して企業誘致を進めております。55社が立地

し、52社が操業していると。当時はインダスト

リアル・パークとして、周囲や中に公園や緑地

帯を持った工業団地であり、すばらしい自然に

包まれた環境の工業団地であります。それと最

近は小野川温泉のホタルを生かした事業など、

こういう自然環境を生かした事業がなされてお

ります。 

  そういう中で、今回の質問で「ビオトープ」と

いう言葉で私申し上げておりますけれども、ビ

オトープとは、生物の住息環境を意味する生物

学の用語であります。ドイツで生まれた概念で

「有機的に結びついた生物群、生物社会の生息

空間」と位置づけられております。周辺地域か

ら明確に区分できる性質を持った生息環境の地

理的最小単位であり、生態系とはこの点で違っ

ているというふうに思います。少し小さな単位

というのがビオトープかなというふうに思って

おります。近年、日本では、小中学校の構内に

生徒と教師によってつくられたり、また市民の

ための公園の一角につくられたりもしているよ

うであります。 

  米沢市の課題をどう捉えているか。自然環境整

備をもっとやっていくべきではないか。 

  次に、11月26日、天皇杯サッカー準決勝が行わ

れ、我が地元のモンテディオ山形が３対２でジ

ェフ千葉を破り、12月13日の決勝戦でガンバ大

阪と日本一をかけて戦うことになりました。山

形県民にとって大きな励みであります。 

  また、モンテディオ山形は、11月30日に行われ

たＪリーグ１部への昇格プレーオフ準決勝で、

Ｊ２・４位のジュビロ磐田に６位のモンテディ

オ山形が挑み、アディショナルタイムの後半47

分に攻め上がったゴールキーパーの劇的な勝ち

越し点で勝利し、12月７日にＪリーグ１部昇格

の決戦をジェフ千葉と対戦することになりまし

た。もし勝てば４年ぶりのＪ１復帰となり、

我々県民の期待が高まるところであります。 

  天皇杯は勝てば文字どおり日本一のチームにな

り、アジアチャンピオンズリーグへの出場権が

とれます。Ｊ１昇格ではＪリーグ２部６位のチ

ームが１部へ昇格することとなり、今、２つの

奇跡が起きるかもしれないところにあります。

我々もぜひ応援しようではありませんか。 

  そして2020年は、1964年以来56年ぶりで東京オ
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リンピックが再び開催されます。団塊の世代が

65歳、前期高齢者となってまいりました。いか

に健康で長生きをしていただくかという問題が

あります。そのためには定期的に体を動かすこ

とがスポーツをすることとともに有効だという

ふうに思います。 

  米沢おしょうしなマラソン大会についてであり

ますが、市街地コースの見通しはどうか。問題

点は何かお伺いします。 

○島軒純一議長 安部市長。 

  〔安部三十郎市長登壇〕 

○安部三十郎市長 ただいまの山村明議員の御質問

にお答えをいたします。 

  私からは、本市の自然環境とビオトープについ

てお答えをいたします。その他につきましては

部長よりお答えをします。 

  本市においては、まちづくり総合計画において

「暮らしと自然が調和するまちづくり」をテー

マとして水と緑を活かした潤いあるまちづくり

の推進に関する施策を実施しており、さらには、

環境基本条例に基づく環境基本計画で「自然環

境の保全」及び「身近な野生生物の生息・生育

環境の保全」を基本方針として定め、関連施策

を実施しています。その代表例が「水辺の楽

校」ではないかと思います。 

  なお、現行の環境基本計画につきましては、計

画期間が平成27年度までとなっているため、次

期環境基本計画におきましても、国及び山形県

が策定している生物多様性に関する計画などに

沿いながら、環境基本条例の理念である「未

来・共生」に合致する施策を検討し、生物多様

性の保全と利用を推進していきたいと考えてお

ります。 

  この点から考えてみますと、西條天満公園など

は、御存じのようにうっそうとした鎮守の森、

素掘りの堀などで構成されていますので、町な

かにおける小さいながらも貴重なビオトープと

見ることもできますので、何かできないかどう

か研究してみたいと考えているところです。 

  私からは以上です。 

○島軒純一議長 原教育長。 

  〔原 邦雄教育長登壇〕 

○原 邦雄教育長 私から山村明議員の御質問にお

答えをいたします。御質問のうち、米沢おしょ

うしなハーフマラソン大会について、２点につ

いてお答えをいたします。 

  初めに、平成27年度からの市街地コース等への

見直しの状況についてお答えをいたします。 

  今年度の大会につきましては、台風19号の影響

もあり開催が危ぶまれたこともありましたが、

10月13日に第14回目を迎えた大会も1,118名の参

加をいただき無事に開催することができました。

参加者の内訳といたしましては、市内参加者が

534名、県内参加者が198名、県外参加者は386名

で、北は青森県から南は沖縄県まで多くの都道

府県から御参加をいただいたところであります。 

  御質問の市街地コースの見通しについてですが、

これまで米沢市陸上競技協会の方々と体育振興

担当職員で米沢おしょうしなマラソン新コース

選定委員会を開催してまいりました。そこで出

た意見をもとに、米沢警察署において新コース

の打ち合わせをこれまで数回行っております。

今後は実行委員会を立ち上げ、開催実現へ向け

準備を進めてまいります。 

  次に、実施する際の問題点についてお答えをい

たします。 

  これまでの米沢警察署との打ち合わせの中で、

市街地をコースとした場合の交通規制に伴う迂

回路の選定や、生活道路として利用している市

民や商店などへの影響も含め、多くの皆様方の

御理解と御協力が必要不可欠であると認識して

おります。 

  また、大規模な大会となりますと駐車場の確保

が課題となると考えております。そして、何よ

りも市街地コースではこれまで以上に競技役員

等の御協力が必要不可欠になりますので、多数
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の市民ボランティアの皆さんの募集が課題と考

えております。 

  私からは以上です。 

○島軒純一議長 山村明議員。 

○６番（山村 明議員） まず、このビオトープの

ほうですけれども、平成８年ごろだったと思う

んですけれども、松が岬公園の北側で市内企業

が主体となった公園のお堀の水質浄化のデモン

ストレーションがありました。昔のボート乗り

場、我々昔で言いますとボート乗り場の部分の

お堀を区切って、その中を、曝気システムと言

うんだと思うんですけれども、水中からエアを

送って浄化するデモンストレーションがあって、

多分米沢市にこれを取り入れてほしいという企

業の売り込みの意味合いが強くあったんだと思

うんですけれども、そのとき私も行ってみまし

たけれども、全く見えなかったお堀が底まで、

あのときはお堀の中に落ちている自転車とか何

かお堀の底に落ちているものが全部上から見て

見えたわけで本当にびっくりしたわけでありま

すけれども、当然多分金額が折り合わなかった

か何かで当時の米沢市としてはあの松が岬公園

の水質浄化の話には乗らなかったわけでありま

すけれども、それから町なかの水路等がコンク

リートのＵ字溝になってしまったと。昔、私が

子供のころは町内の水路にもバイカモの切れ端

なんかが流れてきまして、「ああ、金魚草が流

れている」なんて子供たちが言っておったもの

です。 

  そういう点で、大分自然環境が一時期落ちたこ

とも、水質を初めとして自然環境が落ちたこと

もあるんですけれども、昨今は下水道の普及に

伴って水路の水もかなりきれいになってきてい

るというふうに私は思っております。時々間違

って川掃除なんかしますとドジョウなんかがた

まにいたりするときがあるので、もう少し米沢

市としても公共用地の緑化等、ビオトープなん

かを進めていただきたいなと思っております。 

  先ほど松が岬公園のお堀の話をしましたけれど

も、お堀の西側にハスを植えてある部分がある

んですが、あの部分はハスの植物による浄化作

用で水質が改善されているのではないかなと思

うんですが、ハスがびっしりでよく中が見えな

いんですけれども、その辺当局の認識はどのよ

うに……、ハスのある部分が水がきれいになっ

ているというのは、どのように捉えていますで

しょうか。 

○島軒純一議長 細谷建設部長。 

○細谷圭一建設部長 松が岬公園のお堀の西側でハ

スを植栽しているところの水の浄化についてで

ありますけれども、私もよくは観察はしており

ませんけれども、松が岬公園におきましては年

に１回水質の検査を行っております。検査の結

果は、水質そのものには異常がないというよう

なことでの報告は受けているところでございま

す。 

○島軒純一議長 山村明議員。 

○６番（山村 明議員） それから、やはり町なか

の親水空間ということではやはり西條天満公園、

ここにお堀がありまして、私も時々見ておるん

ですが、どうも見るといつも濁っていて全然中

が見えないという状態であります。私、最初の

オープンのときはよく見ておらないんですが、

最初のときは立派なコイとか立派な魚がかなり

いたというんですが、最近見てもそういった魚

影が余り見えないんですが、その辺、魚が死ん

でしまったのか。それとも捕食者にとられてし

まったか。サギとかですね。それとも、その他

の何らかの理由で魚がいなくなったということ

なんでしょうか。その辺どうでしょうか。 

○島軒純一議長 細谷建設部長。 

○細谷圭一建設部長 私もせんだって西條天満公園

のお堀を確認いたしましたけれども、コイの稚

魚、１センチか２センチにならない稚魚ですけ

れども、結構数多く生息しているということは

確認しております。ここも同じように年１回水
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質検査をしておりまして、多少濁ってはおりま

すけれども、水質そのものには問題はないとい

うことで判断しておるところです。 

○島軒純一議長 山村明議員。 

○６番（山村 明議員） あそこを毎日散歩してお

られる方、私の知っている方がおられまして、

最初のころはすごい立派な魚がたくさんおった

と言うんですが、今の答弁だと小さい魚しかい

ないということになりますと、最初に放流した

ときの大きな立派な魚等は今いないんでしょう

か。どうなったんでしょうか。 

○島軒純一議長 細谷建設部長。 

○細谷圭一建設部長 そこら辺については、私もこ

の前行ったときにはちょっと大きな魚、コイは

見当たらなかったようでしたので、そこについ

て実際いなくなったかどうかについては、担当

課のほうに確認して後ほど御答弁させていただ

きたいと思います。 

○島軒純一議長 山村明議員。 

○６番（山村 明議員） いろいろ詳しい方とお話

ししてみたんですけれども、やはり冬なんかは

池の上が全部雪で埋まっているようだと。そう

すると、水面いっぱいのところまでもう雪がか

ぶさっているようだよと。そうだとすると酸欠

状態になっているのではないかなと。夏なんか

私が見ましても濁っていますし、どうも池の酸

素の状態は非常によくないというふうに思うん

ですね。あと、やはり魚が冬を越すということ

になりますと、池の中に深みをつくってやって、

そうするとその深みの部分は要するに４度で、

比重の一番重い４度の状態で水が動かなくなる

ので、その４度の状態で魚は越冬するというふ

うに思っているんですが、あそこの場合は、そ

ういう構造的なものの深み等は魚が越冬するよ

うな状況にはなっていないのではないかと。見

ようったって見えないものですから、その辺構

造的にはどういうものなんでしょうか。 

○島軒純一議長 細谷建設部長。 

○細谷圭一建設部長 西條天満公園のお堀につきま

しては、自然池を利用したものでなくて、あく

までも人工的に造成した沼池となっております。

深さ的には大体60センチぐらいの深さになって

いる状況です。 

○島軒純一議長 山村明議員。 

○６番（山村 明議員） それから、岸が崩れてお

ったところに土のうなんか置いてあるわけです

けれども、土のうで土どめをしている状態のと

ころが数カ所あるわけですけれども、何か余り

土のうというのは、我々このビオトープなり景

観的なところからいうと余り感心できないなと

いうふうに思うんですけれども、できればヨシ

とかアシとか土どめにもなるし、なおかつ水質

浄化にも有効だというふうなヨシとかアシとか

ガマとか、そういったビオトープ的な発想の中

で水質浄化なり土どめなりそういったものが両

方図られると思うんですが、やはり土のうで簡

便にやってしまうという方向なんでしょうか。 

○島軒純一議長 細谷建設部長。 

○細谷圭一建設部長 議員仰せのとおり、水量が減

少する時期に少しでも水の濁りを防ぐ工夫とい

たしましてコイの観賞も考え、そして今お話し

いただきましたようにスイレンやハスなどの水

草を植栽すること、そしてのり面の保護など、

どのような対策がこのお堀に適しているのかも

含めて検討、試行してまいりたいと考えており

ます。 

○島軒純一議長 山村明議員。 

○６番（山村 明議員） 雨が降った後ごみが浮い

ているよという話なんですね、その毎日行って

おられる方に言わせると。どこか管理者か何か

置いておられるのかな。そういった方がごみは

取っていただいているんでしょうけれども、そ

ういうごみが入らないような何か取水口なり何

なりに網的なものを置くとか、もうちょっと配

慮するような手だてにはいかないものでしょう

か。 
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○島軒純一議長 細谷建設部長。 

○細谷圭一建設部長 お堀に入るところに取水ます

２カ所設置しておりまして、そこで適宜ごみ等

がたまった場合については清掃を行っている状

況です。なお、そこを通った場合につきまして

は、委託している業者のほうにお願いいたしま

して、ある程度ごみが浮いてきた場合について

はあわせてそういった作業もお願いしている状

況でございます。 

○島軒純一議長 山村明議員。 

○６番（山村 明議員） やはり西條天満公園は、

このたびの一連の事業の中では安部市政の目玉

の町なかの空間だというふうに私は思うんです。

せっかくまちの広場の代替機能やら、そういっ

た意味で池なんかもつくってまちの中では少な

い緑空間ということなので、安部市政の目玉で

あったら、どうも行っても濁っていて魚も見え

ないし、どうもきれいな水だとは思えないし、

上から見ても10センチ、20センチまでは見えな

いですね。ここ四、五日前に行ったときも20セ

ンチのところまでは上から見えなかったです。

周辺の水中にある水草か何かに汚れがついてい

るという状況で、どう見てもきれいだというか

親水空間というイメージが浮かばないんですけ

れども、安部市政の目玉の公園だというふうに

私は理解しているんですよ。だから、もうちょ

っとビオトープ的な感覚を取り入れて、もう少

しきれいな水、そして生物環境にいいような、

どこまでできるかわからないんですけれども、

ゲンゴロウ、トンボ、ヤゴなんかがもしあそこ

にいればすごい格好いい。ホタルまでは無理だ

というふうに私は思うんですけれども、松が岬

公園のほうでやれば金がかかってしまうという

ことで、あれぐらいのコンパクトな部分であれ

ばそんなに金をかけなくてもビオトープ的発想

でやればできると思うんです。安部市長の目玉

の公園だというふうに私は思っているので、そ

の辺、市長として、もう少し水の浄化ぐらい何

とかならないものでしょうか。 

○島軒純一議長 市長という御指名ですよね。 

○６番（山村 明議員） はい。市長に一言。 

○島軒純一議長 安部市長。 

○安部三十郎市長 安部市政の目玉かどうかは別に

して、市民の方にとっても町なかにああいう公

園があるというのは非常に貴重な財産だという

ふうに思っていますので、何とかきれいな水に

したいというふうには思います。 

  そして、技術的なことは今部長がお答えします

ので。 

○島軒純一議長 細谷建設部長。 

○細谷圭一建設部長 ただいま議員仰せのとおり、

西條天満公園につきましては市民の憩いの場と

なるように、水量やきれいな水を確保するため

にも用水路からの導水管やますなどの維持管理

を適切に行い、維持管理に努めてまいりたいと

考えております。 

  あともう１点、ちょっとこの場をおかりして、

先ほどの鯉の存在についてでございますけれど

も、確かにちょっと濁りがあって下のほうまで

見えない状況になっておりますけれども、一時

少なくなりましたけれども、補充した分もあり

まして、黒いコイ、そしてニシキゴイも実際に

今のところ生息している状況になっております。 

○島軒純一議長 山村明議員。 

○６番（山村 明議員） 西條天満公園、市のほう、

市長を中心として企画されたわけでありますけ

れども、あの公園の目的というものは、市長に

お答えを求めればあそこは歴史的な公園だとい

うふうにでも言われるのかなと思うんですが、

その辺、そういう歴史なのか、それとも教育的

なものを何かできないかなというふうに思った

ものなのか、それとも環境なのか、それともま

ちの広場の代替なのか。その辺、目的としては、

あの空間は何を目的としてああいった池なんか

をつくられたものなんでしょうか。 

○島軒純一議長 安部市長。 
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○安部三十郎市長 単一的な目的でなくて、今議員

がおっしゃったようなさまざまな目的があって

よいというふうに思います。 

○島軒純一議長 山村明議員。 

○６番（山村 明議員） やはりビオトープですの

で、心を癒す、命を育む、社会に貢献する、生

き物を呼び戻す、人の心に潤いをもたらす。こ

ういったいろいろな波及効果が見込めますので、

ぜひもうちょっと力を入れて、小さい空間です

ので予算的にはそんなにかからないでやれるの

かなというふうに思っております。 

  国土交通省と県の支援を受けて、美しい山形・

最上川フォーラムと山形県環境科学研究センタ

ーが身近な川や水辺の健康診断を行っていると

いうことです。調査期間は６月の上旬のようで

ありますけれども、こういったところに水質等

の健康診断をしていただいたら、ただ濁ってい

るだけなのか、その中の酸素の状態やら生物が

過ごせる状態等の診断がいただけると思うんで

すが、この水質等の健康診断、これについて、

これを受けてみたらどうかなと思うんですが、

いかがでしょうか。 

○島軒純一議長 赤木市民環境部長。 

○赤木義信市民環境部長 それでは、環境というこ

とで私のほうからお答えさせていただきますけ

れども、今の山形県環境科学研究センターの健

康診断につきましては、詳しくはちょっと存じ

上げておらず内容がわかりませんので、もう少

し内容を調べさせていただきたいというふうに

思います。 

○島軒純一議長 山村明議員。 

○６番（山村 明議員） 時間があれなので、次に

マラソン大会のほうに入っていきたいと思いま

す。 

  マラソン大会、私も最近は毎年出ておるんです

けれども、やはり走ってみていろいろあるんで

すが、やはりまず第一番に、山形まるごとマラ

ソンとか後発の大会が非常に出場者を多く集め

て何かまちおこしに寄与して頑張っているなと

いう意識が見えるわけですけれども、それに比

して米沢の場合は、回数が第14回ですけれども、

どうも余り参加者数もふえない。どっちかとい

うと、頭数はいるんですが、小学生とか小さい

お子さんの数がどんとおられてそれで頭数を何

とかクリアしているのかなというふうに見える

んですが、今度市街地コースになっていくに当

たって、やはりまちおこしというか、もうちょ

っと活気が出る、にぎわいが出る、そういった

方向に考えておられるのかどうなのか。 

  いろいろ費用とか、それから警察との兼ね合い

等いろいろ問題はあるんでしょうけれども、や

はりマラソン大会なりマラソンを通してまちお

こしというのが近年非常に目につくわけであり

ます。テレビにも各種マラソン大会を取り上げ

て、「ラン×スマ」というのかな、ＢＳだった

かの土曜日の６時だったと思いますが、私もよ

く見ているんですが、各地区のマラソン大会が

取り上げられていますが、もうちょっと我々と

しては、ほかの町を見ているとマラソン大会で

まちおこし的なイメージが非常に強く感じるん

ですが、これからの方向性としてはどういうも

のでしょうか。 

○島軒純一議長 船山教育管理部長。 

○船山弘行教育管理部長 27年度予定しております

市街地コースを走るマラソン大会については、

今るる検討を進めております。議員お述べのと

おり参加人数についても、今までですと1,000名

をちょっと超える程度の人数になってございま

すが、これを当面倍くらいにはしたいものだと

いうふうに考えてございます。そうしますとさ

まざまな運営上の問題も出てくるわけですけれ

ども、そういったことによってまず多くの人を

集めたいと。 

  あと、市街地コースを走るわけでありますので、

米沢市にお住まいのそのコースの近くにおられ

る方についても、応援を含めて激励とかそうい
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ったものの参加もしていただきたいというふう

な意味で、一つのまちおこしになっていくので

はないかというふうに考えてございます。 

○島軒純一議長 山村明議員。 

○６番（山村 明議員） 市街地を走れば多くの市

民の方が沿道に出て見物、応援していただける

と思うんです。一方、市街地を走るということ

と、今参加人数を多くするということになって

きますと、当然ボランティアの方々、こういっ

た方が大勢必要になってくるというふうに思わ

れます。まだ概要が検討中なんだろうと思いま

すけれども、検討中であっても、今度は市街地

コースになるのでボランティアの方々を大量に

必要としているんだということをもう今から言

っておかないと、概要が決まってから、じゃあ

２カ月でボランティアを募集しようかといって

も、やはり皆様方の日程やら計画、それから子

供さんや孫さんのスポーツ大会等、行事、そう

いったものを勘案すると、やはり今のうちから、

ここのところにはぜひボランティアとして見学

をしてもらいながらボランティアをやっていた

だきたいというふうなお願いをやって、ボラン

ティアの人数を十分確保できるように早くに立

ち上げていくべきだと思いますけれども、その

辺、どうですか。 

○島軒純一議長 船山教育管理部長。 

○船山弘行教育管理部長 議員お述べのとおり、市

街地を走るコースになりますといろいろな面で

市民の方に影響を及ぼすと。例えば交通規制等

も当然出てくる可能性がございます。あと御指

摘のとおり、ボランティアの数も今は100人超く

らいのスタッフでやっておりますが、山形市の

例を見ますと1,000人程度のボランティアが出て

いると。そこから判断しますと700人とかその程

度のボランティアが必要かなというふうに検討

させていただいております。でありますので、

大会を含めてなるべく早い時期にお知らせをし

て御協力をいただくとともに、いろいろな団体

に呼びかけをしなければならないというふうに

考えてございます。今、コースの最終的な選定

中でございますので、それが決まりましたらば、

予算措置も含めてなるべく早い時期に市民の方

にお知らせできるようにしていきたいというふ

うに考えてございます。 

○島軒純一議長 山村明議員。 

○６番（山村 明議員） 先ほども申し上げました

けれども、自治体とマラソンということでいろ

いろやっていきますと、やはり有名なのは埼玉

県職員の川内優輝選手。この方は、埼玉県のほ

うでどの程度力を入れているかわからないです

けれども、個人では市民ランナーからトップラ

ンナーを目指しているということでも全国に有

名であります。近くでも、やはり南陽市が、私

から見ると駅伝によるまちおこし。今度は全日

本実業団駅伝ですか、来年の13位までの出場権

を得たということで、やればやれるものなのか

なと。 

  いろいろ調べていた中で、これはＮＨＫの「ラ

ン×スマ」にも取り上げられましたけれども、

長野県下伊那郡売木村、長野県の一番南のはず

れにある小さな村なんですけれども、10月１日

現在での人口が622人というんですね。この売木

村に重見高好さんというマラソンの非常に優秀

な方が、この方は多分市の採用だったと思いま

す。市の職員だったと思うんですが、1982年生

まれで32歳。この方がウルトラマラソンやら村

の山林を利用したトレイルランをやったり、本

人はマラソンに挑戦するという村の専属ランナ

ーになっているんですね。過疎の村の専属ラン

ナー。本当にもう小さな村で、この重見高好さ

ん１人でこれを本当にやっているというのがテ

レビに出ておりまして、やはりそういうもので

は一生懸命やっているなというふうに思ったと

ころであります。 

  あと、米沢市のマラソン大会についてでありま

すが、やはり10月のマラソン大会というのは非



- 49 - 

常に一番開催の多い月なんですね。山形県内だ

けで見ましても、マラソン大会及びそれに類似

するものとして９月が７つの大会、10月が11の

大会があるようです。その辺、やはり季節のい

いときというふうなこともあるんでしょうけれ

ども、非常にそういう中で、前にもちょっと述

べましたけれども、長井マラソンとはことしは

１週間ずれましたけれども、毎年長井マラソン

と一緒にぶつかると。長井マラソンは県内で唯

一のフルマラソンを含む大会だということで、

「いや、米沢の大会に出てやりたいけれど、フ

ルマラソンを走りたいので長井に行くんだ」と

いう方もおられますし、そういった点で春先の

大会というのは非常に少ないんです。新潟県の

笹川流れマラソン大会なんかは６月かな、春先

なものですから米沢からも結構な方が行かれる

ということで、季節的にはやはり秋口という想

定なんでしょうか。来年からの大会について。 

○島軒純一議長 船山教育管理部長。 

○船山弘行教育管理部長 これまで14回マラソン大

会をしてきました。これは大体同じような時期、

体育の日周辺の曜日を選んでやってきた経緯が

ございますので、その伝統も一応踏まえなけれ

ばならないと考えておりますが、初めてといい

ますか市街地コースを考えるに当たって、そこ

のところも考えてもいいんではないかというふ

うには思っております。なお、この辺も関係の

方々と相談してまいりたいというふうに思って

おります。 

○島軒純一議長 山村明議員。 

○６番（山村 明議員） 先ほど検討委員会で問題

点のところがずっと出てまいりましたけれども、

今度参加者が多くなって、問題点という中でさ

っき私が聞き漏らしたのかなと思ったんですが、

トイレという項目がなかったような気がするん

ですが、市街地コースなので、市街地コースで

なくても必要なんでしょうけれども、トイレと

いう設定も非常に重要になってくると思うんで

すが、その辺の検討はこれからなんでしょうか。 

○島軒純一議長 船山教育管理部長。 

○船山弘行教育管理部長 その辺の検討もこれから

させていただきますが、特に市街地コースでご

ざいますので、専門業者等に相談をしてどうい

う形が望ましいのか検討していきたいと思って

おります。 

○島軒純一議長 山村明議員。 

○６番（山村 明議員） それから、米沢の大会で

すけれども、16キロ地点で２時間、これをクリ

アできないとそこで競技を終了してくださいみ

たいな話があるんですけれども、ちょっとこれ

ペースにすると、２時間で16キロですから時速

８キロなんですね。時速８キロとなると、私の

イメージでいくと歩くとちょっとひっかかって

しまうなと。そうすると、ハーフマラソンを初

めて走る人とか60代以上の部もあるわけですか

ら、もうちょっと打ち切りのタイムが緩いほう

がいいのかなという気がするんですが、その辺

はどうですか。 

○島軒純一議長 船山教育管理部長。 

○船山弘行教育管理部長 議員お述べのとおり、走

る方からすれば、なるべく自分のペースに合わ

せた時間設定が望ましいという気持ちは十分に

わかります。ただ、やはりどうしても特に市街

地コースを走る場合になりますと、その時間帯

について交通規制がかかってくる関係がござい

ますので、この辺も警察関係の方と相談しなけ

ればなりませんが、現時点では設けざるを得な

いのではないかというふうに考えてございます。 

○島軒純一議長 山村明議員。 

○６番（山村 明議員） 50分ぐらいでやめたいな

というふうに思っておりますので。 

  ただ、やはり今までのコースは河川敷を主体と

したコースで、ハーフマラソンを私も走りまし

たけれども、新田橋と置賜橋のところ、あそこ

一般道を横断する部分だけで、あとはこっちの

万里橋手前のほうは歩道部分が使えるというこ
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とで、非常に余り交通規制等に支障がないコー

スだなというふうに思っております。だから、

今までのコースだと特に設定時間がもっと緩く

てもよかったのかなと。ただ、今度警察公安委

員会とのあれになる。市街地コースになると、

この辺、何時までに道路をあけることというふ

うな規制が出てくるので、タイム設定が厳しく

なるのかなというふうな気持ちがいたします。

その辺、両方の兼ね合いをうまくとってやって

いただきたい。 

  それから、今までのマラソン大会をいろいろ見

てみますと、千葉のアクアラインマラソン。こ

れが、定員が１万3,000人で、マラソンでの打ち

切りタイムが６時間で、ハーフが３時間10分、

マラソンの参加料が１万1,000円ということで、

とんでもない規模のマラソン大会が、アクアラ

インの木更津を中心として道路を完全に遮断し

てあの大都会の中でやっているわけです。 

  そのことからそんなことやらを考えていくと、

栗子トンネルが2017年度に新栗子トンネルが開

通して東北中央自動車道が今度は通れるように

なるわけです。今までのいろいろな例を見てみ

ますと、開通前にラン＆ウォーク、こういった

ものに高速道路部分を開通されているというニ

ュースをよく聞くんですね。これ平成29年に一

応開通になるということなので、東北地方整備

局、国交省等に今からコンタクトをとって、ぜ

ひ開通前に米沢市のマラソン大会として高速道

路を使わせてほしいというふうなことをやって

いけばおもしろい企画になるかなというふうに

思うんですが、その辺、いかがでしょうか。 

○島軒純一議長 船山教育管理部長。 

○船山弘行教育管理部長 議員今お述べのとおり、

東北中央自動車道の開通に向けていろいろなイ

ベントと申しますか、そして開通間近になれば

今お述べのとおり、開通前のコースを使ってい

ろいろなことができるとすれば大変米沢市のＰ

Ｒにもなりますし、いい試みではないかという

ふうに教育委員会のほうでは考えてございます。 

  ただ、当然高速道路でございますから、関係部

署と相談しながら、いろいろな規制もあるかと

いうふうに思います。その辺、どんなふうにで

きるか今後検討させていただきたいというふう

に思っております。 

○島軒純一議長 山村明議員。 

○６番（山村 明議員） 開通の時期がどんな時期

になるのかもあるんでしょうけれども、もし季

節のよい時期、要するに春とか秋とかの開通に、

冬の開通って多分ないと思うので、ぜひこれを

検討していただきたい。これがやはりなった場

合には米沢市のコマーシャルにもなる。それか

ら国交省、高速道路、道路公団、そっちのコマ

ーシャルにもなる。そしてマスコミに乗っても

らえればこれは非常に宣伝費のかからない非常

にすばらしいコマーシャル、宣伝になるという

ふうに思うんです。 

  ただ、今までのパターンでいきますと、高速道

路を使ったもの、こういったラン＆ウォークの

企画というのは結構今までありましたので、こ

こに米沢独自の何かもう一工夫といった場合に

私は何かなといって考えたんですけれども、や

はり９キロ弱の8,972メートルのトンネル。これ

を使えば全国初のレベル。無料で通れる東北地

方では最長のトンネルということなわけですか

ら、このトンネルを使うことによって全国では

まず初に近いレベルになるのではないのかなと。

ハーフですと21キロちょっとですからトンネル

を使っても十分なんでしょうけれども、ハーフ

やその他の種目をトンネルとどうかみ合わせる

かでしょうけれども、ひとつこのトンネルも含

めてマラソン大会をやれば全国に米沢市の情報

発信が見事にできると思うんですが、その辺い

かがでしょうか。 

○島軒純一議長 船山教育管理部長。 

○船山弘行教育管理部長 トンネルを使うこと自体

ができるのかどうか、どんな規制があるのかど
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うか今のところ把握しておりませんので、そう

いうことも含めて関係部局にお聞きをしながら、

できるのかできないのか、あるいはまたそこま

でどうやって運ぶのかとかいろいろな課題が出

てくると思いますので、そういったことも含め

ながら検討させていただきたいというふうに思

っております。 

○島軒純一議長 山村明議員。 

○６番（山村 明議員） その辺、ひとつ当局、市

長に強力に頑張っていただくようにお願いを申

し上げて、私の一般質問を終わりたいと思いま

す。ありがとうございました。 

○島軒純一議長 以上で６番山村明議員の一般質問

を終了し、暫時休憩いたします。 

 

午後 ０時０２分 休  憩 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

午後 １時００分 開  議 

 

○島軒純一議長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に進みます。 

  一つ、エコミュージアムとユネスコエコパーク

を目指して外３点、11番遠藤正人議員。 

  〔１１番遠藤正人議員登壇〕（拍手） 

○１１番（遠藤正人議員） 自民クラブの遠藤正人

です。 

  世の中は衆議院の解散総選挙の真っただ中であ

りますが、なぜこんな師走に解散総選挙をする

のかと、いま一つ盛り上がりに欠けております。

私がこのたびの解散風を感じたのは、11月11日

の火曜日、たまたま永田町へ行く機会がありま

して、そこで「えっ」という感じで解散風を受

けてきました。そして本当に選挙。永田町の風、

選挙の風を今身にしみて、厳しい冷たさを感じ

ております。乾杯条例ではありませんが、何が

何でも12月14日の忠臣蔵の討ち入りの日には笑

顔で乾杯したいものであります。 

  さて、11月11日は、「１」が並ぶ日なのでお菓

子のポッキーの日らしいですが、11月と言えば

文化の日、文化の日と言えば何といいましても

文化勲章でしょう。 

  参考までに山形県内で文化勲章を受けられた方

を調べてみました。６人の先人がおられます。

建築学の伊東忠太先生、短歌の斎藤茂吉先生、

そして民法学者の我妻栄先生、鶴岡市出身のド

イツ文学者の相良守峯先生、日本画の福王寺法

林先生、小説家の丸山才一先生。何と、平成25

年11月３日現在、辞退された方もおられますが

377人の文化勲章受章者のうち、県内６名、うち

米沢市出身者が３名。県都の山形市関係者はお

られないようで、いかに米沢市は偉大な先人を

輩出しているかがうかがわれます。特に、我妻

栄先生におかれましては、東京帝国大学の法学

部長をなされ、民法学においては大家でありま

す。米沢市内にあります我妻栄先生の生家には、

法律の道、裁判官や弁護士を志す多くの方々、

若者たちがお越しになられているようです。我

妻先生は第56代内閣総理大臣をなされた岸信介

さんと大学時代、学業では首席を競われたと言

われております。 

  そういった多くの偉人の方々を輩出した御当地、

米沢には何かしらすばらしい宝があると思いま

す。人と人の人情や自然を通してのすばらしさ。

意外と地元に住む私たちが気づかないところを

市外の周りの人たちが米沢のよさを気づいて教

えてくださっているようです。そういったこと

に私たちは真摯にもっと耳を傾けなければなら

ないと感じております。 

  さて、このたびは大きく４つについて質問いた

します。 

  まず、１つ、エコミュージアムとユネスコエコ

パークを目指してであります。 

  皆様はエコミュージアムとユネスコエコパーク

について御存じでしょうか。ごく簡単に御説明
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しますと、エコミュージアムとは、エコロジー

（生態学）とミュージアム（博物館）とをつな

ぎ合わせた造語で、ある一定の地域において住

民の参加によってその地域で受け継がれてきた

自然や文化、生活様式を含めた環境を総体とし

て、継続的な持続可能な方法で研究・保存・展

示・活用していくという考え方、またその実践

であります。 

  エコミュージアムは、展示資料の現地保存、住

民が参加しての運営などにより、地域を見直し、

その発展を目指すことに特徴があります。エコ

ミュージアムは博物館として明確な形態がある

わけではなく、さまざまなタイプのものが存在

し、発祥はフランスであることから、もともと

のフランス語の「エコミュゼ」であり、「エコ

ミュージアム」というのはその英語訳でありま

す。 

  地域づくりに適用されているところを見れば、

例えば山形県朝日町では「まちは大きな博物

館」「まち全体が博物館、町民すべてが学芸

員」をキーワードとして、町行政の地域づくり

計画の中に位置づけたことは有名であります。 

  また、生物圏保存地域（ユネスコエコパーク）

は、1976年（昭和51年）にユネスコが開始しま

した。ユネスコの自然科学セクターで実施され

ているユネスコ人間と生物圏計画における一事

業として実施しております。 

  以前に世界記憶遺産の質問をしたときがありま

すが、世界自然遺産が顕著な普遍的価値を有す

る自然地域を保護・保全するのが目的であるの

に対し、ユネスコエコパークは生態系の保全と

持続可能な利活用の調和を目的としており、保

護・保全だけではなく、自然と人間社会の共生

に重点が置かれております。現在、ユネスコエ

コパークの登録件数は2014年６月現在、119カ国

で631件となっており、日本の登録件数は７件で

す。屋久島や福島県只見町や南アルプスなどが

有名であります。 

  そこで、本市は、近隣自治体と連携してでも福

島県只見町のような考古学から始まり、歴史や

民俗学、そしてひいては農村の民具を活用して

のエコミュージアムやユネスコエコパークを目

指すことができないものかお尋ねをいたします。 

  次に、本市のホームページにおける観光ＰＲの

統一化についてであります。 

  この秋に行われました山上地区関根、普門院で

の敬師の像除幕式の後、１カ月ほどたちまして、

既に市の広報にも掲載されておりましたが、敬

師の像の除幕式の記事をインターネットで検索

しました。しかし、うまく探すことができませ

んでした。それは私の調べ方が悪かったからで

しょうか。念のため私のホームページ作成を依

頼している方にお尋ねしたところ、米沢市の観

光ホームページが各種団体ごとうまく連携され

ていないと御指摘を、その評価報告をいただき

ました。 

  そこで、本市のホームページにおける観光ＰＲ

の統一化はうまくいっているものか、市当局は

どのように認識されているのかをお尋ねいたし

ます。 

  次に、子育て支援医療費制度における外来受診

の助成対象を中学３年生まで引き上げられない

かお尋ねをいたします。 

  子育てにおいて一番心配なことは、子供の医療

についてであります。県内の自治体では数多く

子育て支援医療費制度における外来受診の助成

対象を中学３年生まで引き上げております。こ

のことについて、現在の自治体の状況等と本市

の取り組みについてどうなっているか、そうい

ったことをお教えください。 

  県都の山形市では子育て支援医療費制度におけ

る外来受診の助成対象を中学３年生まで引き上

げを決めたようですが、本市はどうなっている

でしょうか。本市の対応はどうなっているかお

尋ねいたします。 

  次に、県立米沢興譲館高校に通う生徒の通学路
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についてお尋ねをします。 

  このことにつきましては、当局におかれまして

も十分現状や不便な状況はおわかりと思います

が、平成元年に興譲館高校が移転してから四半

世紀、25年以上がたちますが、依然としてその

通学路の不便さは解消されておりません。ここ

数年では同校の生徒自治会でも通学路の不便さ

が取り上げられたと御父兄の方よりお聞きしま

した。 

  安部市長、米沢のまちづくり、学園都市構想の

中で、県立米沢興譲館高校に通う生徒の通学路

について、何かしら少しでも対策を講じること

はできなかったのでしょうか。県道の歩道の狭

さは県の管轄で市には関係ないと言われるでし

ょうか。いや、何か知恵はないでしょうか。 

  まずは壇上からの質問といたします。 

○島軒純一議長 安部市長。 

  〔安部三十郎市長登壇〕 

○安部三十郎市長 ただいまの遠藤正人議員の御質

問にお答えをいたします。 

  私からは、子育て支援医療制度についてお答え

をいたします。その他につきましては部長より

お答えをいたします。 

  この制度は全国的に対象年齢を中学生までとす

る市町村が多くなってきております。現在、県

内35市町村のうち31市町村が中学３年生までを

対象としています。本市でも対象者を毎年拡大

しており、平成24年度は小学１年生まで、平成

25年度は小学３年生まで、そして今年度は小学

６年生まで拡大してきましたが、さらに中学３

年生までの拡大が必要と考えております。これ

までの議会でも、最近では高橋壽議員、堤郁雄

議員、齋藤千惠子議員からも御提案のあったこ

とを踏まえ、現在、財政的な観点や事務処理及

び人員体制等について実施への検討を前向きに

しているところです。 

  なお、従来より申し上げておりますが、この制

度は県の制度に対して各市町村がいわゆる上乗

せをしているものですので、山形県に対しては

重要事業の要望などの機会を捉えて、対象者を

拡大していただくよう引き続き要望していくこ

ともいたしたいというふうに思っています。 

  私からは以上です。 

○島軒純一議長 原教育長。 

  〔原 邦雄教育長登壇〕 

○原 邦雄教育長 遠藤正人議員の御質問にお答え

いたします。 

  私からは、エコミュージアムやユネスコエコパ

ークを目指すことについてお答えをいたします。 

  ただいま議員から福島県只見町の取り組みが紹

介されましたが、まずエコミュージアムについ

ては、1971年、フランスのアンリ・リビエール

が「行政と地域住民が一体となって地域の自然

環境と生活文化をそのまま野外展示物として保

存育成し探求すること」を提唱したものであり

ます。 

  日本ではこのエコミュージアムの考え方をまち

づくりの軸に据えた例としまして、熊本県南阿

蘇村の事例を申し上げます。阿蘇たにびと博物

館は、阿蘇全体を博物館とし、阿蘇に生きる

人々や暮らし、自然とのかかわりを展示して案

内するエコミュージアムの取り組みを行ってお

り、実際の現場を案内する阿蘇ガイドツアーや

地域に生きる人々を実際に紹介する展示活動、

地域の暮らしや自然の普及活動など、阿蘇を訪

れる人も迎え入れる人も互いに有意義に過ごせ

ることを目的とした事業が展開されております。 

  また、山形県内では、先ほども紹介ありました

が、全国で初めてエコミュージアムの考え方を

まちづくりの軸に据えた朝日町のエコミュージ

アム構想が知られております。 

  次に、ユネスコエコパークにつきましては、

1976年、生態系の保全と持続可能な利活用の調

和を目的としてユネスコが始めたものでありま

す。地域の豊かな生態系や生物の多様性を保全

し、自然に学ぶとともに、文化的にも経済・社
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会的にも持続可能な発展を目指す取り組みであ

ります。「ユネスコエコパーク」は国内で親し

みを持ってもらうためにつくられた通称で、自

然と人間社会の共生を目的としているものです。 

  遠藤議員から紹介がありました只見町以外のユ

ネスコエコパークの先進事例として、南アルプ

スユネスコエコパークがあります。山梨県、長

野県、静岡県の３県10の市町村にわたる30万

2,474ヘクタールの地域が指定エリアとなってお

り、「高い山、深い谷が育む生物と文化の多様

性」という理念のもと、南アルプスの自然環境

と文化を共有の財産と位置づけるとともに、す

ぐれた自然環境の永続的な保全と持続可能な利

活用に共同で取り組むことを通して、地域間交

流を拡大し、自然の恩恵を生かした魅力ある地

域づくりを図ることを目的としてさまざまな事

業が展開されております。 

  さて、本市には先人が大切にしてきました自然

や培ってきた歴史や文化が今なお脈々と息づい

ております。まず、埋蔵文化財や考古資料に目

を向けますと、縄文時代を代表する石器工房跡

であります一ノ坂遺跡、縄文人の精神文化をあ

らわす土器や土偶が多数出土した台の上遺跡、

200基を超える一大古墳群として著名な戸塚山古

墳群、平安時代の豪族の屋敷跡が良好な状態で

残されていた古志田東遺跡などを挙げることが

できます。 

  また、現在調査中の舘山城は、戦国武将として

名を馳せた伊達氏の山城として全国的にも認知

され、今後の史跡整備が待たれるところです。

武家文化の集大成とも言うべき上杉家にありま

しては、そのすぐれた美術工芸品の数々が上杉

神社や上杉博物館に収蔵・展示される一方、お

霊やとして親しまれている上杉家墓所や、鷹山

公と平洲先生ゆかりの敬師郊迎跡が国の史跡と

して指定されております。 

  さらに、民俗文化財としましては、当地におい

て独特の精神文化をあらわす草木塔や、山岳信

仰の貴重な文化財としての行屋などが残されて

おります。行屋につきましては、つい先日まで

開催しておりました上杉博物館の特別展「置賜

の山岳信仰」の中で、農村文化研究所の御協力

を得ながら広く市民の皆様に公開させていただ

いたところでもあります。 

  これらの歴史を育んできた土壌として、吾妻や

飯豊の山々や最上川など、豊かな自然環境に恵

まれていることは申すまでもありません。 

  こうした豊かで貴重な自然環境を保護・保全し

次世代に引き継ぐとともに、そこに育まれた歴

史・文化的な資源を持続可能な形で利活用を図

り、地域の社会経済的発展に結びつけることは

大きな意義があるものと考えております。さら

に、「地域を知る」ということが住民の地域へ

の愛着を醸成し、地域社会への積極的な参加を

促すことにもつながり、これからのまちづくり

を進める上でも有効な方策の一つと思われます。 

  しかしながら、本市におきましては、現在、

数々の文化財の保存や保護活動に全力を注いで

いるところであり、エコミュージアムやユネス

コエコパークの取り組みに直ちに着手する現状

にはないところであります。今後、さまざまな

観点からこの分野における情報収集が必要であ

ると認識しており、調査研究を行ってまいりた

いと考えております。 

  私からは以上です。 

○島軒純一議長 夛田産業部長。 

  〔夛田美佐雄産業部長登壇〕 

○夛田美佐雄産業部長 私からは、２番の本市のホ

ームページにおける観光ＰＲの統一化について

お答えします。 

  初めに、御指摘ありました普門院前の東海市平

洲会様から御寄贈いただきました「細井平洲先

生・上杉鷹山公敬師の像」除幕式の紹介につい

てでありますが、広報よねざわ10月15日号で紹

介したものの、タイムリーな情報として本市ホ

ームページやフェイスブックなどで情報発信す
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べきであったと思っているところであります。 

  次に、本市のホームページを活用した観光情報

発信の現状について御説明申し上げます。 

  本市の観光情報発信ですが、米沢市観光キャン

ペーン推進協議会が運営する「米沢観光ナビ」

のホームページがあります。本市の公式ホーム

ページのトップページにバナーが張りつけられ

ており、ここからリンクできるようになってお

ります。また、米沢上杉まつり、なせばなる秋

まつり、上杉雪灯篭まつりの公式ホームページ

のほか、米沢観光物産協会等が運営するサイト

で観光関連の情報発信を行っているところであ

ります。さらに、置賜地域の広域観光情報ホー

ムページとしては、山形おきたま観光協議会が

運営する「おきたまジェーピー」があります。 

  米沢観光物産協会やおきたまジェーピーは、会

員からのタイムリーな観光情報の投稿や市町の

イベント情報発信なども行っているところです。

いずれにしましても、それぞれの観光関連ホー

ムページが相互に連携をして、それぞれのホー

ムページの強みを生かしながら観光情報の発信

をしておるところでございます。 

  そのような状況でありますので、観光関連ホー

ムページの統一化というよりは、既存の本市観

光関連ホームページの相互連携を図りながら、

お客様により多くの情報が得られるような仕組

みをさらに研究してまいりたいというふうに考

えております。 

  私からは以上でございます。 

○島軒純一議長 細谷建設部長。 

  〔細谷圭一建設部長登壇〕 

○細谷圭一建設部長 私からは、４の県立米沢興譲

館高校に通う生徒の通学路について申し上げま

す。 

  初めに歩道整備の対応についてですが、平成24

年７月に「主要地方道米沢猪苗代線・市道興譲

館北通り新大橋線の改良等に関する陳情書」を

いただいております。陳情の趣旨といたしまし

ては、非常に混雑する道路であるのに歩道の未

整備や歩道幅が狭いことなどから、通学する生

徒が交通事故に巻き込まれる可能性が高い危険

な状況になっているので、自転車の通行が可能

な歩道を早急に整備してほしい旨の内容であり

ます。 

  主要地方道米沢猪苗代線の歩道の拡幅につきま

しては、道路管理者であります山形県置賜総合

支庁建設部道路計画課でございますが、その旨

お伝えをさせていただいたところです。再度県

の考え方を確認いたしましたが、当時の回答と

同様でありまして、「状況は認識しております

が、継続事業も多いことから、新たな事業とし

て早急に着手することは現時点では非常に難し

い」ということでございました。 

  市道の歩道整備につきましても、市内各地区か

ら整備要望を受けている中、当該区間の整備に

つきましては相当な時間と費用を要することに

なりますので、早急な対応については山形県と

同様に困難な状況となっております。このよう

なことから、新たなまちづくり総合計画等で市

全体の整備量を勘案しながら、歩道整備につい

て検討してまいりたいと考えております。 

  次に、冬期間の通学路確保のための対策につい

てですが、主に歩道の除雪になりますが、本市

の場合、朝までの降雪量が10センチメートル以

上と予測される場合、午前４時から午前７時ま

での３時間で市内約70キロメートルの除雪を実

施し、安全・安心な歩行空間の確保を行ってい

るところです。また、日々変化する気象状況に

も対応できるように、道路パトロールや米沢市

道路除雪モニター制度により各地区のコミュニ

ティセンターから寄せられた情報を生かし、タ

イムリーで各地域の特性に合致するよう歩道除

雪を実施するなど、適時適正な除雪作業に努め

ております。 

  次に、安全な通学路を確保する面から都市計画

道路石垣町塩井線の整備の必要についてであり
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ますが、都市計画道路石垣町塩井線と万世橋成

島線の一部につきましては、市街地環状線を形

成し市街地の道路ネットワークとして重要な路

線であるものと認識しておりますので、本市と

いたしましても、整備に向けて昨年度末から県

と勉強会を行っているところであります。 

  石垣町塩井線については、早期着工を求めて関

係地区からの要望書もいただいており、さらに

は石垣町塩井線南部延伸事業促進期成同盟会の

設立総会も先月行われた状況にあります。また、

道路ネットワークとして重要な路線であるとと

もに、同時に安全な通学路として確保すること

も必要でありますので、まずは市街地環状線と

しての万世橋成島線と連携を図っていくため、

今後も引き続き県との協議を深めていくととも

に、地域と連携しながら早期に着工できるよう

な環境を整えてまいりたいと考えております。 

  私からは以上です。 

○島軒純一議長 遠藤正人議員。 

○１１番（遠藤正人議員） ちょっと順不同で質問

をさせていただきます。 

  今、建設部長から都市計画道路の関係の話もあ

りまして、通告のときに詳しくお話もしました

ので、きょうの質問では概要ということで現状

ということで一言で言ってしまいましたが、回

答の中では、米沢猪苗代線は県道だと、だから

県の対応ですと。県立高校の通学路については

県の教育委員会です、市ではないですと、そう

いうスタンスに私は感じたところなんです。 

  それで、ちょっと１つお尋ねしたいんですが、

昨年でしょうか、一昨年でしょうか、興譲館高

校の生徒自治会の中で通学路の不便さについて

何か解消する方法がないかそういう話し合いが

持たれたそうです。私は父兄の方からお聞きし

て、先般、興譲館高校を訪問いたしまして担当

の科長さん、教頭先生と面接の形で内容をお聞

きしました。まずは、このことを、市当局の方

はそういった事実を御存じだったかお尋ねをい

たします。 

○島軒純一議長 細谷建設部長。 

○細谷圭一建設部長 直接興譲館高校の生徒会等か

ら、そういった不便さ等についての内容等につ

いては聞いていないところでございます。 

○島軒純一議長 遠藤正人議員。 

○１１番（遠藤正人議員） 先般、商工会議所の会

員の集いなんていう大規模の会合の同じテーブ

ルの中で、お孫さんを送迎しているおばあちゃ

まとお話しする機会がありました。そこで、孫

が、市といいますか、安部三十郎市長とおっし

ゃったかな。私ちょっと聞き違えたかもしれま

せんが、話をしたんだけれどもちょっとうまく

伝わらなかったと。だから、そういったところ

も、やはりあなたも議員だからしっかりと、地

元なんでしょうと、大切でしょうということが

あったのでこのたび質問させていただきました

が、安部三十郎市長、今のことを建設部長は御

存じないということでしたけれども、市長の耳

には何か入っていませんでしたか。お尋ねしま

す。 

○島軒純一議長 安部市長。 

○安部三十郎市長 入っておりません。 

○島軒純一議長 遠藤正人議員。 

○１１番（遠藤正人議員） そういったことであれ

ば、先般高校へ行って面接をして先生からお聞

きした内容から質問をさせていただきますが、

その生徒自治会では、当然高校生ですからイン

ターネット、ホームページばんばんマップを検

索するわけです。そうしますと、興譲館高校の

ちょうど正面の北側の東西の市道、そこから泉

町といいますか、内水面試験場の通りまでの農

道といいますか道路が地図に出ていると。何と

かこの道路を活用できないかという話題になっ

たそうです。それで、私、調査しました。農林

課の協力を得まして、大字福田と泉町１丁目で

しょうか。通常は農家の方の農道。調べたとこ

ろ、そこは赤道でした。赤道といいますのは、
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法定外公共物です。管理所管は米沢市土木課で

す。そこまで確認しております。そこなんです

けれども、当然高校生ですから、まだ未成年な

ので一般教養の勉強はしていないと、社会に出

て法律の勉強もまだしていませんから、そうい

った用語なんか全然知らなかったんですけれど

も、そのことから調べてみたところ、市土木課

の所管の赤道、法定外公共物で、ただし、当然

農家の方が専用で使っていますから、当然普通

通るとなれば夜間の防犯街路灯もないし舗装も

されていないし、そういったことをすれば防犯

上の問題、ちょっと通すのは難しいのではない

かというのが当然想像できますが、そういった

ところ、いろいろなことを断片的にいろいろな

ことを調べると、何とか歩道だけつくれないも

のかというふうに私は感じたんです。 

  ちょっとパターンは違いますが、現在の米沢市

立第四中学校、モーゼスレイク通りからずっと

第四中学校まで歩道だけの市道がありまして、

冬期間だけ除雪しているというところもありま

す。また、除雪でも、通常公共除雪は、米沢市

の場合市道なんですけれども、「たま路線」で

ということで、市道以外の場所、道路、これは

今までの歴史的なところでどうしても市道にな

らないところを除雪しているところなんかある

わけです。そういったところの対応で、じゃあ

そういった赤道等、私もそこを通ったときあり

ます。軽四輪、軽トラで十分通れます。ただ、

すれ違うことはできません。やはりそういった

ところでね、私一人の断片的な調査だけではな

くて、組織の中で何かできないものかとか、そ

ういったところの知恵を、25年たっているわけ

で、生徒たちまでがどうしようか、地図に載っ

ているんじゃないかと、そういう素朴な疑問の

一声からちょっと調べることができまして、こ

のことは今後継続ということなんですけれども、

今の私の内容をお聞きして安部三十郎市長はど

のように感じられたか、御感想をちょっとお聞

かせいただけますか。 

○島軒純一議長 安部市長。 

○安部三十郎市長 御質問を聞いていて、ああ、あ

の道だというふうにちょっとよくわからないの

で、わからないということを前提にしてお答え

をいたしますが、興味深い話だと思ってお聞き

をいたしました。 

○島軒純一議長 細谷建設部長。 

○細谷圭一建設部長 ただいまの興譲館高校の北側

の農道の利用についてということですけれども、

御提案いただいたわけですけれども、その必要

性や詳細につきましては興譲館高校のほうから

お聞きする必要があるものと思いますが、この

道路は、先ほど議員も仰せになりましたとおり、

公道ではなく未舗装の法定外道路となっており

ます。この道を利用している沿線地権者の方々

のお考え、そして沿線に家屋もありませんので、

先ほど申されましたように、通学路としての防

犯上や吹きさらしの問題などさまざまに考慮し

なければならない問題点もございますので、御

提案としてとりあえずお受けさせていただけれ

ばなと思います。 

○島軒純一議長 遠藤正人議員。 

○１１番（遠藤正人議員） 提案といいますか、そ

こにとどめさせていただきまして、次の質問に

移らせていただきます。 

  ちょっと関連がありますので、１番と２番のエ

コミュージアムとユネスコエコパークを目指し

てというところと本市のホームページにおける

観光ＰＲの統一化についてお尋ねをします。 

  先ほどいろいろと回答いただきましてちょっと

メモったんですけれども、私、何か米沢市は歴

史を中心とした観光のまちづくり、プラス温泉

とか食とかそれで進めると。そうしますと３つ

の要素、歴史と食と温泉。いい関係と感じてい

ますけれども、何か私はこのたびホームページ

を、米沢観光ナビ、米沢市のホームページを徹

底的に見せていただきまして、偏りがあるよう
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な気がしました。 

  まず、考古学についてですけれども、大変いろ

いろこういったところがありましてということ

でしたけれども、今ちょっと見に行きたいなと

いうときは予約制じゃないと見学できませんよ

ね、資料は。なぜそうなっているかちょっとお

尋ねします。 

○島軒純一議長 船山教育管理部長。 

○船山弘行教育管理部長 埋蔵文化財資料室の話と

いうふうに理解しましたが、常時管理している

者を置く余裕がないといいますか、いないわけ

で、そこの施設をあけるために職員が行く必要

があるので、事前に御連絡をいただいていると

いうことでございます。 

○島軒純一議長 遠藤正人議員。 

○１１番（遠藤正人議員） 11月の中旬、17、18日

でしたか、私は福島県の只見町に行ってまいり

ました。当然私一人ではなくて、公益財団法人

の農村文化研究所主催で神奈川大学の先生とも

どもと地元の郷土歴史家の方々と勉強しに行っ

てきたわけでありますが、その際に、そのエコ

ミュージアム、エコパークで大切なのは３つ。

歴史と自然と、そして、わけて民俗と考古系で

あったんですね。そのようなしっかりとした展

示館、博物館もありました。それで、当然通常

民具を見に行ったりする人はいないと、そんな

人いないのに経費をかけてやっていられないと

当然先入観でお思いでしょうが、それを大学の

ほうに委託をしてお願いをしまして、町民の方

のお力をかりて、１点１点写真をつけたものに

個票でおじいちゃん、おばあちゃんのコメント

をつけて、しっかりと協働で資料をつくったと

いうところを勉強してきました。ああ、なるほ

どこういった手法もあるんだなというところで

す。 

  そこで、ちょっとお尋ねします。市幹部の方々

並びに市長、農村文化研究所を見学されたこと

がありますか。もし見学されたのであれば、そ

のときの感想、また数多くの農村民具の活用等

に関するお考えなどをお聞かせいただけますか。

市長、お聞かせいただければ幸いです。 

○島軒純一議長 安部市長。 

○安部三十郎市長 農村文化研究所は何度も伺った

ことがあります。そして、貴重な資料だという

ふうに思っております。さらにはそういう資料

を活用して、私たちは庶民の歴史を知ってこれ

からの生き方に生かしていくことが大事だとい

うふうにも思っております。そして、その一環

として、なせばなる秋まつりでことしは飯豊山

登拝出発式というのを行いました。博物館の西

側にある行屋でありますが、それは農村文化研

究所からお借りしている行屋でありますので、

そのようにして活用をいたしましたし、同じく

博物館、山岳信仰の企画も行われておりますの

で、重要性についてはよく認識しておるつもり

です。 

  今後、さらにどのように活用していくかについ

てはさまざま検討したいというふうに思ってい

ます。 

○島軒純一議長 遠藤正人議員。 

○１１番（遠藤正人議員） よろしくお願いしたと

ころでありますが、先ほど壇上から文化勲章受

章者の方の話を少しさせていただきました。私

もどういった方が今まで文化勲章を受章されて

いたかちょっとホームページ上、ネット上で調

べてみましたところ、最初はこれ昭和12年でし

ょうか。横山大観、日本画のすばらしい方から

始まって、18年度には伊東忠太先生。そのとき

は原子物理学の湯川秀樹先生も受章されており

ます。最近だとことしはノーベル賞を受けられ

た中村修二先生、３月までは山形大学工学部の

特任教授をされていたはずです。昨年は高倉健

と。 

  それで、私、ホームページの関係でどれくらい

そういった米沢市のお三方の文化勲章を受章さ

れた功績、当然市だけではなくてほかの関連の



- 59 - 

米沢観光ナビを拝見しました。つい先ほどです。

残念ながら、伊東忠太先生だけでありました。

このことについて、市長、どう思われますか。

まちづくりというのは、歴史や食や温泉や、そ

れで観光をやらなければいけないと。ですから、

考古学からずっと歴史があって、近代ずっとあ

る中でフォーカスするのも悪くはないでしょう

けれども、そういった偉人の方々の顕彰等も私

は必要だと思うのですが、そういったところで

歴史に対する偏りがあるのではないかと感じた

のであります。そのことについて、市長、御所

見を何かいただけますか。 

○島軒純一議長 安部市長。 

○安部三十郎市長 インターネット、ホームページ

では、あることを調べようと思ってアクセスし

た。そうしたら、そこから次々といろいろなこ

とに関連していって、そして最初調べようと思

ったことだけでなくて思わぬことから意外なこ

とを知ってという、そうやってアクセスする人

にとってみれば知識が広がっていく。そして、

設けているほうから見れば、広く知ってもらう

ということが何よりも大事だと思っていますの

で、そういう意味では、そういうふうに次々と

ヒットしていくそういう仕方が米沢市の場合弱

いのでないかというふうに御質問を聞いて考え

ましたので、もう一遍検証してみたいというふ

うに思います。 

○島軒純一議長 遠藤正人議員。 

○１１番（遠藤正人議員） 先ほどの壇上からの質

問の回答の中で、ホームページの相互連携をし

ていきたいという回答でありましたが、今、市

長答弁あったとおり、相互連携だけではないん

ですね。内容の充実なんですね。これかなり本

当に、いや、もったいないなと思いました。山

形市の方、そういう方が、上山市と合併すれば

山形市にも文化勲章受章者の方が出るよと、そ

れが斎藤茂吉さんだなとジョークをおっしゃっ

たことをちょっと頭の隅っこにあるんですけれ

ども、それくらい賢人、すばらしい方々、そし

て我妻栄先生のようなすばらしい民法学者の先

生の生家を訪ねて、法曹界、弁護士や裁判官、

検事を目指す若者が訪れて、近くのまんじゅう

を食べて、ああ、米沢はいいところだというふ

うなところで観光されるなんていう話もいいん

じゃないかと私は思うんですが、そういったと

ころを含めてもうちょっと、確かに私は今して

いる史跡や何かが悪いと言っているんじゃない

んです。ただ、発信力です。タイムリーな発信

力です。 

  残念なことに、私、９月の壇上からの質問で上

杉鷹山と細井平洲先生の話をしました。その際

に、今月は山上の関根で除幕式がある、そうい

うイベントがありますということを、ちょっと

ＰＲにはならなかったでしょうけれども、それ

に連動して10月15日号に市の広報に出た。けれ

ども、あの銅像が建った経緯というのは、姉妹

都市との関係があって友好を結ぶ中で今回建立

したわけです。ならば、すぐタイムリーに除幕

式あるいはその像の建立された経過、あるいは

その写真をアップするというか載せること、掲

載することが遠くの姉妹都市に対する友情だと

思うんです。それがいまだかつてなっていない。

先方さんは多分こういったわけで来たんだと、

像が建ったんだと、ホームページくらい載って

いるんだろうなと調べてみたら、載っていない

んですよ。見てください。遅過ぎませんか、こ

れ。そのことについて回答はありましたけれど

も、一事が万事とは言いませんが、何ぼ忙しく

てもこれは外してはいけない観光の歴史のイベ

ント。発信。ちょっと今回おくれて、これ大き

いマイナスだと思います。ぜひお気をつけくだ

さい。そこをつついて何とかという気はさらさ

らないです。それもタイムリーな発信を速やか

に。 

  そして、繰り返しになって恐縮ですが、先ほど

４人の米沢市の名誉市民のうちお三方が文化勲
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章。最低でもそれくらい。そういうたくさんい

ろいろな方がいらっしゃいますけれども、昔の

戦国時代の武将や上杉鷹山もすばらしいけれど

も、現代、明治、大正、昭和、そういったとこ

ろも含めて歴史観、そういった人物像、どうし

てこの国がなったのか。そのためにはやはり偉

人伝、そういったところを子供たちに読んでい

ただく。そういった発信を本市が力強くすべき

だと思うんですが、そういったことで、歴史好

きの安部三十郎市長、ちょっと御感想を教えて

いただけますか。 

○島軒純一議長 安部市長。 

○安部三十郎市長 先ほども申しましたが、インタ

ーネット、ホームページの充実というのがこれ

足りないのではないかというふうに御質問を聞

いて思いましたので、もう一遍検証したいとい

うふうに思います。 

○島軒純一議長 遠藤正人議員。 

○１１番（遠藤正人議員） ぜひお願いします。 

  私もよくインターネットでホームページとかあ

ちこち見ますけれども、おじさんになったんで

しょうね。使いこなせないといいますか、どこ

見たらいいのかなというところで、通告後ちょ

っと、米沢市においては米沢観光ナビと連携し

ているから、しっかりと統一化なっているから、

今回の質問はこれは問題ないですよみたいな話

がちょっと聞こえてきたんだけれども、私はこ

れを調べたことによって、ああ、内容の充実も

含めた統一化だというふうに、それが米沢市の

発信になるというふうに感じたことをちょっと

申し上げたいと思います。 

  そこで、ちょっと最後になりますが、最後の前

にもう一つ、子育ての関係です。 

  今、組織も含めて予算、当然私、３年半前、す

ぐ行ったところがこども課だったんです。この

医療費のほうはどうですかというところからし

て一緒に新人でなった同僚の議員の方々とちょ

っと勉強というか、資料とかかぶったときもあ

ったんですけれども、やはり山形、酒田、鶴岡

の状況を見ましても、もうやります、やります

なんです。 

  要は、ことしの５月の日本創成会議の人口減少

のとき、当然人口減少をどう食いとめるか地域

間競争で、また雪の話をしてしまいますが、米

沢市はハンディキャップを持っているんです。

雪という。きのう、一昨日の大雪。その中でい

かに子育てをしていくか。人口減少に歯どめを

かけるか。そうすると、やはり子育てしやすい、

しやすいというのは、やはり小さい子供はすぐ

病気になりやすい。ただ、成長する思春期の子

供たち、中学生でも、やはりそれなりにまだ固

まっていませんから病気や何やあります。そし

て、そのころのお父さん、お母さん方の財布、

なかなかシビアなわけです。そういったところ

で当然県の助成も含めての上乗せで自治体がす

るということなんでしょうけれども、ぜひ早急

に、できればいつから実施するかなんてそうい

った、市長、きょうは明言できませんか。ちょ

っとお尋ねします。 

○島軒純一議長 菅野健康福祉部長。 

○菅野智幸健康福祉部長 先ほども市長から答弁ご

ざいましたように、実施に向けた検討というこ

とで行っているところでございます。現在、さ

まざまな予算等での検討の最中でございますの

で、はっきりした期日につきましては本日の段

階ではちょっと申し上げられないというところ

でございます。 

○島軒純一議長 遠藤正人議員。 

○１１番（遠藤正人議員） ちょっと時間がありま

すので、１つ。私、11月の中旬に只見町に行っ

た帰り足でございましたが、福島県立博物館、

会津若松市のお城のそばにある県立の博物館を

見てまいりました。そこにはみちのくの観音様。

これは東北管内のすばらしい観音様がありまし

た。そうしたところ、その観音様の展示の中に

米沢市から２つ展示されていました。１つは笹
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野観音様のそこの絵馬ですね。あと火の目観音

堂の絵馬。２つがしっかりとなっておりまして、

これは11月の１日から12月の14日、残念ですが

14日、日曜日までしかやっていませんが、本当

は多くの方に行っていただきたい。これなんで

す。 

  それで、このことをやはりどういったふうにホ

ームページで発信になっているかなんてちょっ

と見たら、さっき見たところ、2014年12月の４

日。きょうでしょう。きょうそれがアップされ

ておりました。そういった状況ですから、やは

りそれはフェイスブックだったようですが、そ

ういった広域で観光というのは、米沢市だけで

はなくて隣の町のワイン工場を見学したりとか、

さくら回廊を見たり、ダリヤ園を見たり、ちょ

っとその山岳信仰を見たり、車ですからぐっと

飛ばして会津まで行って、その121号線沿いで米

沢、そしてずっとまた仙台までそういったとこ

ろを往復、ぐっと市内、県内を回っていただけ

るような、広域なそういったところも考えない

と、くどいようですけれども、ホームページは

米沢市だけで、その情報だけでいいなんていう

のであれば、それ以外は行政区割りで山形県が

全部すればいいなんていう発想は決してお持ち

になっていただきたくはないです。 

  地域、東京なんかは電車に乗るとその行政区域

がどこなのか線でわからないわけですよ。大宮、

与野行って、今度上のほうずっと行きますよね。

ですから、その連携で情報の発信、そのための

ホームページ。今、私たち、あるいは私の親の

代でもスマホあるいはタブレットを持ってする

わけですよ。それくらいになっていて検索でき

ないのであればもったいないと思いますので、

そういったところを、くどいようですが、訴え

をさせていただきました。 

  最後になりますが、私もこのまちが大好きです。

そして、私はこのまちに生まれて育ってきまし

た。大雪のこともわかります。雨にも負けず風

にも負けず一生懸命市民のために活動したいと

思いますが、皆様とともに、そして多くの知恵

を出していただきたいことを要望しまして質問

を終わりにします。 

○島軒純一議長 以上で11番遠藤正人議員の一般質

問を終了し、暫時休憩いたします。 

 

午後 １時５５分 休  憩 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

午後 ２時０６分 開  議 

 

○島軒純一議長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に進みます。 

  一つ、本市の防災について外１点、16番海老名

悟議員。 

  〔１６番海老名 悟議員登壇〕（拍手） 

○１６番（海老名 悟議員） 私、一新会の海老名

悟です。 

  早いものでもう12月、年の瀬であります。年の

瀬になるとこの１年を振り返ってみるというこ

とが新聞・テレビなどで盛んに行われますが、

ことしは大雨による土砂崩れや大型の台風、火

山の噴火、地震など自然災害が多かったと感じ

ているのは私だけではないと思います。 

  中でも、８月に広島市で起きた土砂崩れや９月

に発生した御嶽山の噴火はともに多数の犠牲者

を出す大惨事となりました。また、近隣の南陽

市でも７月に２年連続で大雨による河川氾濫が

発生しました。改めてお見舞いを申し上げます。

私も２度にわたり南陽市での災害ボランティア

に行ってまいりましたが、被災された方々の大

変さは想像以上のものがありました。 

  そんなことしの自然災害で特に衝撃的だったの

は御嶽山の噴火ではなかったでしょうか。登山

者が撮影していた映像がテレビに映し出された

時点では、あんなに悲惨な結果になるとは思い
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もよりませんでした。つい先日には阿蘇山が噴

火し、県内でも蔵王山に火山性微動や火口湖の

変色などが観測されており、火山活動に対する

人々の関心が高まり、全国的に注意喚起がなさ

れています。 

  幸いにも、米沢はことしも地震や大雨による災

害はほとんどない状態で過ごすことができまし

た。しかし、自然災害に対する注意と準備を怠

ってはいけません。 

  そこで、本市の防災について、どのような状況

になっているのか確認していきたいと思います。 

  まず初めに、本市と福島県にまたがる吾妻山の

火山活動観測と本市の対応についてお尋ねしま

す。 

  吾妻山では、近年においては、1950年に一切経

大穴火口付近で水蒸気噴火があり、その後1977

年に同じところで水蒸気噴火が起きて以来、噴

火はありません。しかし、2000年以降も噴気活

動や火山性微動、地殻変動などが観測されてい

ます。そのいずれもが一切経大穴火口付近で観

測されたものですが、御嶽山の噴火を受けて仙

台管区気象台は、東北地方にある18活火山のう

ち八甲田山、秋田駒ヶ岳、蔵王山、吾妻山の４

火山について、「今後の推移に注意が必要」と

呼びかけています。 

  このような状況から、吾妻山の火山活動に対す

る観測がどのように行われているのか、またそ

の観測体制と本市の連携はどのようにとられて

いるのかお答えください。 

  ２つ目は、防災拠点としてのコミュニティセン

ター、以下コミセンと言わせていただきます。

このコミセンの整備についてお尋ねします。 

  ２年前の私の代表質問でもコミセンの防災機能

の整備・強化について聞いておりましたが、そ

の後、中部コミセンが完成したことによって市

内17地区全てにコミセンが完備され、それぞれ

に発電機を備えるなど防災拠点としての機能が

整備されてきたようです。 

  しかし、10月に行われた第３回議会報告会で各

地区の現状や要望を聞かせていただいた中で、

コミセンの老朽化による施設自体の安全性に対

して不安視する声が数多く出されました。平成

24年に市内で最後の中部コミセンが完成したと

同時に、初期の段階で建設されたコミセンが既

に40年以上経過している事実を踏まえれば、こ

れらの施設の防災拠点としての機能と安全性が

どのようになっているのか、その現状について

お答えください。 

  ３つ目は自主防災組織についてであります。こ

の件に関しても２年前に質問していましたが、

平成23年末の組織率は43％程度でした。あれか

ら約３年がたち、本市の自主防災組織の組織率

はようやく54％ほどになったようであります。

歩みは遅いもののわずかずつでもふえているこ

とは認めるところであります。が、山形県全体

の結成率が87％に達し、県内で最も低い置賜地

域ですら78％となっている状況からすると、こ

の54％はやはり低いと言わざるを得ません。事

実、米沢市は県内では下から数えて３番目なの

であります。 

  先ほども触れたように、米沢は自然災害の少な

いところです。３年前の東日本大震災のときに

もライフラインが無傷だったことからも明らか

です。これから雪の季節を迎え４カ月に及ぶ雪

との戦いがあるとはいえ、時間をかけて積もっ

てくる雪には対処のしようがあります。こうい

ったある意味恵まれた環境から、市民の災害に

対する意識が低くなりがちなのはわからないで

もありません。 

  しかし、災害はいつ起きるかわからないのです。

そして、その災害が大きいときには公助の前に

自助、つまり自主防災組織が大事になるはずで

す。このような現状を踏まえ、市当局は自主防

災組織についてどのように考えているのかお答

えください。 

  また、組織を結成しただけでいざというときに
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機能しなければ意味がありません。結成後に組

織を維持し活動を継続できる状態にしておかな

ければいけません。そこで、自主防災組織に対

する研修についてどのように対応しているのか

お答えください。 

  続きまして、地下水利用と地盤沈下についてお

尋ねします。この件に関しても以前質問してお

りましたが、私自身、最近はしつこく何度でも

聞く傾向にありますので、よろしくお願いしま

す。 

  今週からいよいよ雪が降り始め本格的な冬到来

となりましたが、この時期になると道路や駐車

場での地下水による消雪が目につくようになり

ます。冬期間の消融雪による地下水利用がふえ

るのは想定されることではありますが、消雪道

路や道路に面した駐車場などは誰もが目にする

ところから、いかにも大量に使われているよう

に考えられています。 

  しかし、目につかないところで使われている地

下水も当然あるわけで、本市の地下水は、消融

雪に限らず農業、工業、製造業など多方面で利

用されているはずです。そこで、本市における

地下水の利用状況はどのようになっているのか

お答えください。 

  地下水のくみ上げと地盤沈下の相関関係につい

ては、昨年６月議会での私の質問に対する答弁

から、市当局としても認めているところです。 

  私の住んでいる門東町では、昭和49年に測量が

開始されてから平成25年９月までの累計沈下量、

つまりその間にどれだけ地盤沈下したかという

数値でありますが、一番多いところで36.8セン

チ、少ないところでも30センチとなっています。

測量開始から39年という年数を割り引いても年

間１センチ近く沈下しているというのは、驚く

べき事実であり、地域住民の方々が不安な思い

でおられるのは当然なことです。私も他人事で

はありません。 

  市内106カ所に水準点を設けて測量している経

過を見ても、その全体的に沈下傾向にあること

は明白です。米沢市としても井戸の口径規制や

摂取量の把握、節水の啓発などに努めてきたよ

うですが、残念ながらその効果があらわれてい

るとは言いがたい状況です。 

  そこで、地盤沈下対策について具体的な対応策

はないのかお尋ねします。 

  これまでと同様の対応をしていても変化は生ま

れません。新たな対応が必要になっていると感

じているのは私も当局も同じだと思いたいので

あります。この思いを受けての御答弁をお願い

申し上げ、壇上からの質問といたします。 

○島軒純一議長 安部市長。 

  〔安部三十郎市長登壇〕 

○安部三十郎市長 ただいまの海老名悟議員の御質

問にお答えをいたします。 

  私からは、本市の防災についてお答えします。

その他につきましては部長よりお答えします。 

  初めに、吾妻山の火山活動観測と本市の対応に

ついてお答えします。 

  我が国は110の活火山がありますが、吾妻山に

つきましては、「火山防災のために監視・観測

体制の充実等が必要な火山」として火山噴火予

知連絡会によって選定された47火山の一つとな

っています。 

  また、気象庁では噴火の前兆を捉えて噴火警報

等を的確に発表するために地震計や遠望カメラ、

その他の火山観測施設を整備しているほか、大

学等の研究機関が設置した機器等により火山活

動を24時間体制で常時観測・監視しています。

米沢市側の施設としては五色にＧＰＳ観測装置

が設置されており、地殻の変形を観測していま

す。 

  吾妻山の噴火等に関する異常が確認された場合

は、仙台管区気象台から山形地方気象台に通報

され、その後山形県、米沢市の順に通報が入る

手はずとなっており、市では必要に応じて市民

や登山者、観光客のほか関係機関に周知するこ
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とになります。 

  吾妻山の火山防災対策につきましては、平成25

年１月に国土交通省で策定・公表された「吾妻

山火山噴火緊急減災対策砂防計画」に示された

「想定される影響範囲」をもとに、「平常時か

らの準備」と「噴火時の対応」を迅速かつ効果

的に実施できるよう、関係する福島市、猪苗代

町、北塩原村、米沢市の４市町村及び防災関係

機関が連絡会議を設立し、本年８月に吾妻山火

山防災マップを刊行しました。板谷地区及び山

麓の温泉関係、天元台にはマップの配布と内容

の説明をしましたが、市民にも11月１日号の広

報よねざわでお知らせしました。現在、本市に

は警戒が必要な居住地域はありません。 

  今後の対策については、本市は11月に設立され

た「吾妻山・安達太良山・磐梯山火山防災協議

会」の吾妻山部会の構成委員となっていますの

で、噴火警報レベルや具体的な避難計画につい

て他の関係自治体や関係機関とともに検討を行

ってまいります。 

  次に、防災拠点としてのコミュニティセンター

の整備についてですが、現在、本市では指定避

難所として65カ所を指定しておりますが、その

うち、コミュニティセンターにつきましては17

カ所全てを指定しています。これまでは災害の

種類にかかわらず一律指定してきましたが、国

では平成25年６月に災害対策基本法の一部を改

正して、災害の種類ごとに安全性等の一定の基

準を満たす施設を指定することが示されました。 

  本市ではこれに基づいて検討した結果、避難所

については、現在指定している施設の中には、

建築してから相当年数が経過をしているため地

震の場合に避難所としての安全性が図れないも

のがあると考えられます。基本的には、建築基

準法が改正された昭和56年以前に建てられた施

設については避難所にしないことを考えており

ます。コミュニティセンターについては、７施

設が昭和56年以前の建築となりますので、地震

災害の場合は避難所には使用しないことになり

ます。 

  なお、土砂災害、洪水などの他の災害において

は避難所として引き続き使用できるものと考え

ていますが、今後の土砂災害法に基づく「土砂

災害警戒区域指定」の結果を待って、最終的な

見直しを行った上で周知を図っていきます。 

  次に、自主防災組織についてですが、本市の11

月時点での組織率は59％であります。平成25年

１月に山形県から、米沢市の組織率について

55％を目標にするよう協力要請がありました。

当時組織率はまだ42.7％でしたが、この目標は

２年で達成しました。 

  しかしながら、本市は、御質問にもありました

が、羽越水害以降大きな被害の発生した災害が

ないことから、県内の他の市町村と比べると市

民の災害に対する危機意識が低く、自主防災組

織結成の阻害要因になっていると考えられます。

そこで、市の総合防災訓練の際に未組織の地区

を訓練会場に選定し、自主防災会の設立をお願

いするとともに訓練への参加に協力していただ

いております。本年は未組織であった六郷地区

で訓練を行い、六郷地区全域をカバーする新た

な自主防災組織が設立されました。 

  また、自主防災組織の育成事業として出前講座

や鷹山大学の防災講座を開催し、防災に対する

基礎知識と自主防災組織の必要性などの周知を

図っています。また、県の消防学校で行ってい

る１泊２日の自主防災組織のリーダー研修会に

希望者を派遣する際は費用を市で負担している

ほか、訓練に必要な防災資機材を支給するなど、

各組織が継続した活動ができるよう支援を行っ

ています。特に、本年は県が主催する地域防災

アドバイザー育成事業に３名の方を派遣してお

りますが、研修終了後は各組織の活動を指導・

支援していただけるものと期待しています。 

  私からは以上です。 

○島軒純一議長 赤木市民環境部長。 
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  〔赤木義信市民環境部長登壇〕 

○赤木義信市民環境部長 私からは、地下水利用と

地盤沈下についてお答えいたします。 

  初めに、地下水の利用状況につきまして御説明

いたします。 

  地下水の利用状況につきましては、山形県地下

水採取量報告事務取扱要領に基づき、地下水採

取者が山形県に採取量を報告することになって

おり、具体的には市が取りまとめを行い、市か

ら一括して県に提出しております。 

  平成24年11月から平成25年10月までの期間の報

告によりますと、地下水採取量全体として約

1,500万立方メートルあったところであり、特に

冬場に目立つ道路の消雪を目的とした消雪道路

の地下水採取量としては全体の４％となってお

り、道路消雪以外の地下水採取量が相当多い状

況です。なお、この報告の提出が対象者全体の

半数程度であること、また量水器未設置による

概算算出である場合が多いことや報告対象でな

い地下水採取者がおられることを考慮すれば、

実際の地下水の採取量はさらにふえると予想さ

れます。 

  また、報告対象である平成26年３月末時点での

地下水採取井戸の用途別内訳を見ますと、全体

で約3,000本のうち消雪用途が約2,200本、率に

して約73％と最も多く、次いで農業・工業用途

が約340本、約11％、生活用途が約230本、約

８％となっております。このことから、本市に

おける地下水利用については、消雪用途が多い

ものの農業・工業などの用途についても一定程

度利用されており、市民生活や産業に密着した

ものとなっている状況です。 

  続きまして、地盤沈下対策についてですが、ま

ず本市における地盤沈下の現状を御説明いたし

ます。 

  本市では地盤沈下の状況を把握するために昭和

49年から毎年水準測量を実施しております。当

初は23カ所の水準点を測量しておりましたが、

その後徐々に水準点をふやし、現在では104カ所

の水準点で測量を実施しているところです。 

  昨年度の測量結果によりますと、累積の沈下量

が最も大きかったのは門東町１丁目１番の368ミ

リメートルで、次に大きかったのは門東町１丁

目５番の350ミリメートル、３番目としては門東

町１丁目２番の336ミリメートルで、また最近５

年間で最も大きい累積沈下量としては、金池８

丁目１番の138ミリメートルという結果でござい

ました。全体的に見ますと、地盤沈下量自体は

鎮静化している傾向にあり、地盤沈下による顕

著な被害も見受けられない状況となっています。 

  しかしながら、地盤沈下は現在も少しずつ進行

しており、その原因としましては、地下水の過

剰揚水、舗装などに伴う自然涵養面積の減少、

脆弱な地盤などが考えられるところですが、さ

まざまな調査結果などから推測しますと、特に

大きな原因となっているのが地下水の過剰揚水

であると認識しているところです。 

  次に、本市における地盤沈下対策について御説

明いたします。 

  本市では、地盤沈下の大きな要因が地下水の過

剰揚水であるものの、さきに触れましたように、

地下水の利用が市民生活、産業に密着したもの

である以上、地下水に量的制限を設けることは

困難であるとの認識から、地下水の適正利用を

図ることが最も効果的な地盤沈下対策として捉

え、地盤沈下対策の主体である山形県や米沢地

区地下水利用対策協議会と連携しながら、井戸

の口径規制や地下水採取量の把握、広報よねざ

わや市のホームページ及びケーブルテレビ、ラ

ジオのメディアを活用した啓発を初め、量水器、

降雪センサー、雨水涵養施設設置に対する補助

金交付を実施しているところです。 

  今後につきましてもこれらの取り組みを継続し

ていくほか、地下水関係の専門家による講演会

などを開催し、事業者も含め広く市民に地下水

に対する理解を深めていただくことや、地下水
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を浪費しない融雪システムの研究を支援し、早

期の実用化を目指すことなどについても検討し

ているところです。 

  いずれの対策にしましてもその効果が出るまで

には時間を要することから、その間における地

盤沈下を可能な限り低減させることが重要と考

えています。具体的には、水準測量による地盤

沈下状況の把握を継続しながら、米沢地区地下

水利用対策協議会と連携し、市民一人一人の地

下水の適正利用意識の醸成を目的とした啓発活

動を推進し、さらには地盤沈下対策の主体であ

る山形県と連携、支援をいただきながら、より

効果的な対策を検討していきたいと考えており

ます。 

  私からは以上です。 

○島軒純一議長 海老名悟議員。 

○１６番（海老名 悟議員） 御答弁ありがとうご

ざいました。では、順番に聞いていきたいと思

います。 

  まず、吾妻山の火山活動の観測体制という部分

については、こちらについては先ほど私も壇上

で申し上げたとおり、非常にある意味注目をさ

れている山だというようなことから、24時間体

制で監視がなされているというところであると

いうことです。これが仙台管区気象台のほうか

ら山形気象台、そして米沢というような形で連

絡が来るということなんですけれども、この連

絡なんですけれども、具体的なやり方、例えば

パソコン等を通じて来るのかまさかの電話連絡

なのか、その辺はどのような形になっているの

かお知らせいただきたいのですが。 

○島軒純一議長 須佐総務部長。 

○須佐達朗総務部長 基本的には電話等でまず連絡

があって、その後具体的な資料が送られてくる

ものと認識しております。 

○島軒純一議長 海老名悟議員。 

○１６番（海老名 悟議員） これ24時間体制なわ

けですのでいつ連絡が来るか当然わからないも

のだと思うんですけれども、電話の受けについ

ては、こちらのほうでも、言ってみれば24時間

体制で受けられる状況になっているということ

で理解してよろしいんでしょうか。 

○島軒純一議長 須佐総務部長。 

○須佐達朗総務部長 確かに観測は24時間体制でご

ざいまして、深夜であれば直接の電話連絡は当

然できないわけです。その場合には内容はファ

クス等で我々のほうは出勤時に目にすると、そ

んな状況もあるかとは思います。 

○島軒純一議長 海老名悟議員。 

○１６番（海老名 悟議員） いわゆる観測体制と

しては24時間で見ていると。当然これ機械観測

なのかそこに観測員の方が常駐されているのか

というのは、これは置いておくにしても、いず

れにしても24時間で観測体制がなされていると

いうことからいって、それが例えば米沢市のほ

うに職員がいる時間帯に入ってくれば、これに

よって即座に本当は対応していただきたいんで

すけれども、そこでとにかく対応して、極端な

話、登山に行っている方々とか、あと天元台を

含めたそちらの施設のほうに連絡をするという

ような形もとれるかとは思うんですけれども、

これが深夜とかそういった場合にファクスで入

ってきて、紙がべろんとそこに置いてあって、

朝出てきて「何、これ」というのは非常にちょ

っと、今の状況を聞く限りにおいてはちょっと

不安を感じてしまうんです。 

  私はこれ聞き取りのときにも申し上げましたけ

れども、吾妻山は非常にすばらしい山だと思っ

ています。私も何回も登山に行っていますけれ

ども、すごくいいところなので、山と触れ合え

る生活がこんなに身近にできるというのは本当

にありがたいと思っていますから、実はその吾

妻山がいたずらに危険だとか怖いだとかという

ことをあおるつもりは全くありません。むしろ、

こういう状態にあるので、安心ですから心配し

ないでも大丈夫ですよというところを私は今回
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確認したいということを聞き取りでも申し上げ

ていたはずですので、今の観測体制から受ける

連絡体制、これを聞く限りにおいてだとちょっ

と不安になってしまうんですけれども、そのフ

ァクスが１枚来て、朝見ての対応ということに

なってしまうわけですか。 

○島軒純一議長 須佐総務部長。 

○須佐達朗総務部長 状況に応じてと申し上げたわ

けでございますが、まずは担当者の携帯電話の

ほうに入ってくると。それで、その中身におい

ては今現在レベル１なわけですが、例えばレベ

ル２、さまざまな状況があるわけでございます。

そういったものについてはファクス等で確認は

当然すると、そういった内容でございます。 

○島軒純一議長 海老名悟議員。 

○１６番（海老名 悟議員） であれば、とにかく

24時間で観測されているものについて、受ける

側の体制としても言ってみれば24時間の体制で

受けられる状況にあるという理解をしたいんで

す。したいし、市民の皆さんにもしていただき

たいところなんです。そこのところをできれば

はっきりとしていただきたいところなんですね。 

  今、むしろ吾妻山よりも蔵王山のほうが非常に

新聞等でもよく報道なんかされたりしていまし

て、テレビでも取り上げられて、大きな蔵王温

泉を抱えている、住んでいらっしゃる方もたく

さんいらっしゃるというようなところから、そ

ちらの地域の町内会のほうで先月末に山形地方

気象台の所長を招いての講演会をされたそうで

す。所長がそのときにお話しされたのは、火山

との共生は、ほどよく怖がり、備えておくこと

だと。いたずらに慌てたり怖がったりする必要

はないんだと。そのためにはきちんとした情報

を取り入れてくださいというお話をされていた

そうです。やはりそこだと思うんです。いたず

らに怖がったり不安をあおるようなことはする

必要はないと。ただ、やはりほどよく、これは

何かあったら怖いものだから備えておきましょ

うと。そこが大事だということなんですね。 

  なので、結局情報という部分に関して言えば、

この観測体制の情報がやはり非常に関係する自

治体、そこに住んでおられる方々にとっては物

すごく一番重要な情報ですので、それをきちん

と受けられる。そして、なおかつそれをまた地

域の住民の方々に即応できる体制をつくってお

く必要があると思うんですけれども、これにつ

いてはいかがですか。 

○島軒純一議長 安部市長。 

○安部三十郎市長 極めて基本的というか入り口の

ところの話なので、私からお答えをしたいとい

うふうに思います。 

  昔、消防団に入っていたころ、火事のときはま

ず班長が自分の班の人に深夜の場合は電話で連

絡するというのがあったんですが、私の寝てい

るところが茶の間の電話と遠くてわからなかっ

たということがあったものですから、部屋に電

話を引きました。親子の子の電話。それと同じ

ように、担当者、そして副担当者、そういう人

のところ、たとえ夜中でもすぐ連絡が行ったと

きに、担当者とかがすぐ手を伸ばせば連絡が受

けられるそういうような体制、それをとってお

くようにしたいというように思います。 

○島軒純一議長 海老名悟議員。 

○１６番（海老名 悟議員） ぜひこの火山の観測

体制とそれからその連絡を受けるこちら側の体

制、これらの整備に関しては即座に対応できる

そういった体制を設ける必要が……、今、市長

は入り口だと言いましたけれども、入り口が不

備だったらこれ何もなりませんので、そこが一

番肝心なところであります。そこのところが詰

まってしまうと先には行かないという非常に危

険な状態になりますので、火山の噴火よりもそ

このほうが私は危険じゃないかというような気

がするので、ぜひともそこの体制は整備をして

いただきたいというふうに思います。 

  続いて、コミセンの部分なんですけれども、先
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ほどのお話の中で、17コミセンのうち７つのコ

ミセンに関しては昭和56年以前に建設されたも

のというようなことから、いわゆる避難所とし

て、これ恐らく二次、三次避難所というような

意味合いだと思うんですけれども、その場合に

は使用しないというようなことのお話がありま

したけれども、これを周知していくんだという

お話でした。ただ、私、ことしの10月に行われ

た米沢市議会主催の議会報告会で各地に行った。

各班によって違ったかもしれませんけれども、

私の行った班、ほかの行った班からも聞きまし

たけれども、やはりうちのコミセンこの状況で、

避難所としてここに避難してきても、２階には

上れないし下もどうなるかわからないのに大丈

夫なのかというような不安の声なんかを聞くと

ころがあったわけです。そうすると、この周知

に関してはこれからということなんでしょうか。 

○島軒純一議長 須佐総務部長。 

○須佐達朗総務部長 コミセンは、おっしゃるとお

り古いコミセンもありまして相当老朽化してお

りますので、地震の場合に本当に心配だという

声も頂戴しております。ですが、地震以外の災

害の場合には当然使用することも可能なわけで

す。なので、災害、地震、それから暴風雨、洪

水いろいろあるわけですが、その災害の種類に

よってコミセンを使用できるかどうか確認した

上で、それぞれの住民をそこに避難していただ

くような案内をすると。そういう作業になるわ

けです。 

  それで、実際的には災害、特に地震の場合には、

地震が去った後にそのコミセンが使えるかどう

か確認した上での周知になりますので、その部

分については住民にある意味混乱を招くおそれ

もあるかもしれません。そこのところはちょっ

と課題として今捉えておりまして、今後検討し

ていきたいなと思っているところでございます。 

○島軒純一議長 海老名議員、自分で整理してくだ

さいね。海老名悟議員。 

○１６番（海老名 悟議員） 今のお話を私なりに

ちょっと整理させていただくと、実際に地震、

土砂崩れ、さまざまあるかもしれません。起き

ました。その場所に地域の方々が避難をされま

した。一旦とりあえず地震がおさまる。もしく

は土砂崩れがおさまる。そうなったので改めて

そこの建物を調べて、これ危険ですからここか

らは別のところに避難してくださいという周知

ということなのでしょうか。 

○島軒純一議長 須佐総務部長。 

○須佐達朗総務部長 大変失礼しました。地震の場

合に限って申し上げますと、地震の場合には一

次避難場所というのを設定してございます。こ

れは建物ではなくて、公園とか児童遊園とか近

所にそういった施設があるわけですが、そこの

ほうにまず一時的に避難をしていただきたいと。

その上で、今度は避難場所のほうにお移りいた

だくわけですが、地震ですとその建物の強度に

よっては相当傷んでいる可能性もございます。

そういったこともありますので、危機管理のほ

うで確認しながら、避難場所として使用に耐え

られるかどうか確認した上で住民の方をそれぞ

れ誘導する形になります。 

  今のは地震でございますが、今度洪水とかさま

ざまな違う災害がございます。そうすると、場

合によっては違う避難所にということになりま

すので、先ほど申し上げましたのは、こういう

時点で混乱をもしかすると与えかねないので、

その辺の周知について検討したいということを

申し上げたところでございました。 

○島軒純一議長 海老名議員がおっしゃっているの

は、事前にランクづけをするとか、７つのコミ

センが56年以前ということなので、そのランク

づけをこれから周知するのか。してきたのか。

そういうことですよね。ちょっとそごがないで

すか。須佐総務部長。 

○須佐達朗総務部長 ランクづけまではしておりま

せんで、災害に応じて使えるか使えないか、そ
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ういったことでございます。 

○島軒純一議長 海老名悟議員。 

○１６番（海老名 悟議員） ちょっと前のところ

に戻ってしまいますけれども、その56年以前に

建てた施設が７つあって、それについては、今

言ったような地震があった場合には、一次避難

所である広場ですよね。公園だとかグラウンド

だとかというところにまず避難していただいて、

そこから二次避難場所であるいわゆる屋内に避

難していただく際に、その段階で、このコミセ

ンは危険だからここのコミセンではなくて別な

コミセンに避難してくださいという周知をその

段階でするということですよね。 

  そこのところはわかりましたが、結局そういう

状態にこの施設はなっていますよと。例えば具

体例を申し上げますと、私がこの間議会報告会

で行った窪田地区の窪田コミセンなんかまさに

そういう状態らしいんです。地域住民の方も大

変たくさんいらっしゃると。俺らはここにまず

来なくちゃいけないんだけれども、まず古いと

いうほうの情報は間違いなく皆さん持っていま

す。しかし、そこが、一次避難所は別のところ

で、二次避難になる際には判定があってここに

来れないかもしれないというような話は全然出

てこなかったんです。ということは、その地域

の住民の方々は今のお話というのは知っていら

っしゃるんでしょうかというところなんです。 

○島軒純一議長 須佐総務部長。 

○須佐達朗総務部長 ですので、恐らく住民の方も

窪田地区であれば窪田コミセン、避難場所一本

というふうに多分お考えかと思うんです。そう

いった意味では、災害によって避難場所がかわ

ることがあるということをどうやって周知して

いくのかということが必要だということで申し

上げたところでございます。 

○島軒純一議長 海老名悟議員。 

○１６番（海老名 悟議員） それは今すぐ周知で

きるんじゃないですか。ここの施設は危ないで

すから、万が一地震があった場合には、この施

設ではない例えば窪田小学校に避難していただ

くことになります。もしくは、その判定が入り

ます。だから、一次避難所はどこかこの近くの

公園、広場です。二次避難所のこの建物につい

ては事前の判定が入りますから、すぐには入ら

ないでくださいとかという周知というのは別に

今の段階でお知らせとしてできるのではないで

すかということなんです。 

○島軒純一議長 須佐総務部長。 

○須佐達朗総務部長 56年以前と56年以後の建物で

言えば簡単にそういうことを言えるかもしれま

せんが、その建物が56年以前であっても使用に

耐えられないということでもないかと思ってお

ります。ですので、御近所であればその避難所

のほうが都合がいいわけでございます。ですの

で、地震が起きた後に確認した上で、使用でき

るかどうか判断した上での避難というふうに考

えているわけでございます。 

○島軒純一議長 海老名悟議員。 

○１６番（海老名 悟議員） それって起きてから

判断するということですよね、要は。ぐらぐら

っと来て、建物が「がしゃん」までいかないま

でもおかしくなったら、ああ、ここは入れませ

んよ。誰だってわかる話ですよ。ですから、そ

うじゃなくて、そういう危険性がある建物なの

で、この近隣、例えば極端な話、その窪田コミ

センの近隣に住んでいらっしゃる半径200メート

ルとかそのくらいの人たちは別のところに避難

することをまずお勧めしますとか、使えるかど

うか、いわゆる使用に耐えるかどうかというの

は、いわゆるコミセンとしてふだんの日常の業

務とか活動においては確かに何とか使っている。

それでも地元の方は２階に上るのは怖いとおっ

しゃっていましたので、そういうことを考える

と、それは、しかもそこに限らないです。ほか

の地区のコミセンでも古いところはやはり同様

のお話が出ているわけです。だから、そういっ
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たところにおいて、ぐらっと来てからの判断が

ありますからというその話を地元の方にすべき

じゃないですかということなんです。この建物

というのは実はそういう危険性をはらんでいる

ので、ふだんの業務には全く問題ないですけれ

ども、いざ大きな地震が来た場合には避難所と

して耐え得るかどうか判定が必要なので、ここ

に真っすぐ避難に来ることは避けてくださいと

いうことを言う分には今でも言えるんじゃない

ですかということを申し上げているんですが、

まだもとの話になるんだったらやめますが。 

○島軒純一議長 須佐総務部長。 

○須佐達朗総務部長 おっしゃることはわかりまし

た。一応は一次避難所に避難していただくと。

つまり建物にすぐもぐり込むのではなくて、ま

ずは安全な広場のほうに避難していただくと。

ただし、雨が降っているとかどうしても建物に

行きたくなくてどうしてももぐり込みたい場合

には、海老名議員がおっしゃるような危険な建

物にわざわざ入っていくことのないように周知

すべきだという御趣旨、これは当然わかります

ので、その辺も含めて、先ほどの避難場所の違

い、災害における避難場所の違いも含めてちょ

っと検討課題として我々も捉えておりますので、

もう少しお時間をいただきたいと思います。 

○島軒純一議長 海老名悟議員。 

○１６番（海老名 悟議員） 地震に対応する場合、

洪水に対応する場合、土砂崩れに対応する場合、

それぞれ確かにその災害の種類によって対応の

仕方が変わってくるというのはわかります。だ

から、それについて部内で検討してその対応策

を考えていく。ここに多少なりとも時間がかか

っても、これはちょっと半分目をつぶってしよ

うがないかなというところがあります。 

  しかし、先ほど言った、地震の場合に一次避難

所としてまず広場に行ってください。二次避難

所としてその建物に入る場合に、この建物がど

ういう建物かということについては、やはりこ

れ私は事前に知らせるべきだと思います。知ら

せたことによって、言ってみれば当局として心

配していらっしゃるのは、その危険性を言って

みれば明らかにすることによってじゃあ今すぐ

建てかえてくれよという話を言われるのが困る

から、恐らく今それを言うのはちょっと検討さ

せてくださいと。それは安全か危険かをとる話

ではなくて、あくまでも財政上の話になってし

まうわけですね。だから、そこの部分に関して

言うと、私にはそういうふうにしかとれなかっ

たんです。 

  少なくともその建物の現状の事実を地域住民の

方々にお知らせするというのは、私は何も悪い

ことではないと思うんです。ふだんの使い方に

は何も問題ないんです。ただ、例えば震度５強

の地震が来た場合にはこの建物は二次避難所と

しては適当ではありませんということを言う分

にはいいんじゃないでしょうか。極端な話、そ

の地域にそのコミセンしか避難所がないといっ

た場合には、これはそれこそ早急に耐震でも何

でもしなければならないとは思いますけれども、

小学校がある、中学校がある、ほかの何かの施

設があるという場合には、そちらにまず避難し

てくださいということを逆に事前にお伝えした

ほうが、それは親切であり安全性が高まるとい

うことになるんじゃないですか。私はその部分

については分けて考えて対応すべきだと思いま

す。 

  今回も時間を誤ってしまうと大変なことになる

ので、余りここをこれ以上本当に後があるので

追っかけたくないんですけれども、そこのとこ

ろはぜひ事前に周知するという部分においては、

その建物のコミセンの施設の安全性については

やはり事前に地域住民の方にお知らせするべき

ものだと思いますので、ぜひそこは早急に対処

していただきたいと思います。 

  次に行きます。自主防災組織です。 

  先ほど市長のほうから、最新のデータとしては
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59％になりましたと、県のほうから言われてい

る55％の目標を２年でクリアしましたとちょっ

と胸を張ったような雰囲気で答えられても、先

ほど私も壇上で申し上げたとおり、このデータ

もお持ちだと思います。県内で一番組織率が高

いのが庄内地域です。こちらはもう全体の平均

として98.4％がもう結成されているということ

なんですね。ほとんどがもうでき上がっている

というところです。米沢市よりもはるかに行政

面積の大きい鶴岡市が99.8％。やはりこちらも

人口ともに大きい酒田市も92％。酒田市は以前

大火を受けていまして、そういった意味でも非

常に防災意識の高いところだとは思うんですけ

れども、そういった状況にあると。比べて置賜

地域、全体としては78.1％。中には、小国町な

んかはまだ45％というところもありますけれど

も、やはり低いのはもうこれちょっと考え物か

なと思います。 

  というのが、先ほども蔵王の話をちょっとさせ

ていただきましたけれども、そこの町内会の会

長さんもやはりおっしゃっておられるのが、ど

んな状況にも対応できるように自主防災組織の

あり方を見直さなくてはいけないんだと。気象

台の所長の話を聞いて、これはやはり確かにい

たずらに恐れる必要はないけれども、備えなく

てはいけない。その備えの中の対応策、具体策

として、我々地元住民にできるのは自主防災組

織だと。既にでき上がっているにもかかわらず、

そこではそこのやり方を変えていこうというこ

とまでここは考えておられるという状況にある

わけです。 

  いかんせん、米沢の場合は、そこが余りにも低

いというところです。なおかつこの組織率を高

めるということと、それから結成しただけでは

意味がないので、先ほど言ったこの防災訓練で

すね、そういったところに組織の方々をどんど

ん入れていく、もしくは研修をやっていくとい

うことが必要だとおっしゃっていました。その

とおりですのでそれはやっていただきたいんで

すが、これも実は報告会の中で出てきた話とし

ては、せっかくつくったんだけれども、担当の

方も非常にまじめな方で、年に１回、２回ある

こちらの市主催の研修なんかは全て出ている。

ところが、これをやっていくと２年も３年もす

るともう実はやるネタがなくなってしまう。地

域の住民の方の関心もどんどん下がっていくと。

これを何とか引っ張り上げてやるには、新たな

何か言ってみれば目新しい研修をしていかない

と地域の住民の方々を引っ張っていくのは非常

に大変なんだというお話をされていました。 

  そういうところからいくと、この防災研修とい

うのが非常にこれから重要になってくるという

ことでのお尋ねではあったのですが、何か新た

な取り組みとかということは考えておられませ

んか。 

○島軒純一議長 須佐総務部長。 

○須佐達朗総務部長 地域のリーダーがその自主防

災組織のかなめになるかと思います。そのリー

ダーも世代によって交代していくとそういった

場合に、せっかくつくった自主防災組織が機能

を果たさなくなる可能性があるとそういうこと

で、研修は非常に重要だと。御指摘のとおりだ

と思います。 

  それで、今まではリーダーに対する研修会参加

や、新たに自主防災会をつくろうとするための

研修会、そういったものに派遣をしていたわけ

でございますが、今回、山形県の地域防災アド

バイザー育成事業というものに参加することで

自主防災組織の育成強化を推進すると。新たに

こういった研修にも参加するような体制でもっ

て充実を図っていきたいなと思っているところ

でございます。 

○島軒純一議長 海老名悟議員。 

○１６番（海老名 悟議員） ぜひそういった制度

も利用しながら、自主防災に関しては非常に関

心の高いところと低いところもあるのも、米沢
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の中でも差があります。その差をなるべく埋め

て、組織率のアップと、それからこういった言

ってみればリーダーですよね。そういった人た

ちを育成していくというところについてもぜひ

今後とも力を入れてやっていただきたいと思い

ます。 

  では、２つ目の地下水関係なんですけれども、

地下水利用に関しては１年間で1,500万立米、そ

れも提出者が約半数で推定の部分もひっくるめ

てそんなものだと。これどれだけ使われている

のか本当にちょっと恐ろしくなるような数字で

はあるんですけれども、ただ井戸に関してはあ

る程度詳しく把握されていて、3,000本あって

2,200本がいわゆる消雪用の井戸だということな

んですけれども、そのほかにも農業、工業、一

般生活あるんだというようなところがありまし

た。 

  これらの部分について、やはりこれだけ一般の

方々、そして事業者の方々あらゆるところに、

米沢においては地下水抜きではある意味生活が

成り立たない部分があるということですよね。

実態としては、これから冬を迎えて、我が家も

そうなんですけれども、雪を押っつける場所が

ない。流雪溝がない。じゃあどうするとなれば、

地下水が出るところにおいてはもう消雪をする

しかないというのが実態です。そういったこと

を考えると、やはりこれらの利用に関して適正

利用を先ほど啓発していくというお話がありま

した。啓発は今までもされてきたはずです。し

かし、それだけでは残念ながら恐らく使用量と

いうのが減る傾向にはないということだと思う

んです。 

  ならば、私は、先ほど部長の話もありましたけ

れども、今現在あるのが地下水利用対策協議会

というのがあると。これは以前からあるのは存

じ上げています。私は、今後この啓発というと

ころから地下水の適正利用を進めていくという

のであれば、この受け皿をもっときちんとした

もの、言ってみれば産学官、ここにこそ私はこ

の３つの連携が必要であり、産業界に入ってい

ただくと同時に民も、一般の方々も入れて産学

官民でこの受け皿をつくるべきだと思います。

当然そこには専門的知見が必要です。やはり水

準点を104カ所も掘ってこうやって調査している

測量しているというだけでも大したものなんで

すけれども、それを学術的にきちんと把握でき

る状態にすべきだと思うんです。そのためには

やはり専門的な学術者を入れたその産学官民の

受け皿を私は早急につくるべきだと思います。

そこできちんと話をして、これじゃあうまくな

いから産業界の皆さんにも手伝っていただき、

それを先導するのが官だと思います。でないと、

これ今までと同じような状況でただ啓発してい

っても、同じ状況には変わりないと思います。

ぜひこの産学官民、専門的知見も入れたこうい

った受け皿をつくるべきだと思いますけれども、

いかがですか。 

○島軒純一議長 赤木市民環境部長。 

○赤木義信市民環境部長 地下水利用につきまして

は、これまでの本市の取り組みによりまして一

定程度の効果は出ているものと認識していると

ころですけれども、啓発の例をとりましても、

やはり行政からの一方的な発信によるものでと

いうふうになっております。やはり地下水の適

正利用の必要性などについて事業者や市民にさ

らに浸透させる必要を考えますと、行政だけで

の取り組みには限界があるのかなというふうに

考えております。 

  議員お述べのように、この地盤沈下対策は難し

い問題であるというふうに認識しております。

やはり事業者や市民、専門的知見を有する方や

その機関、あと市や県の行政のいわゆる産学官

連携して一体的に取り組んでいかないと効果は

出ないのかなというふうに感じておりますので、

またぜひそういうふうにしていかなければなら

ないと思っております。今後はその実現に向け
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まして行政が主導しまして取り組んでいきたい

というふうに考えておりますので、よろしくお

願いしたいと思います。 

○島軒純一議長 海老名悟議員。 

○１６番（海老名 悟議員） 心強いお言葉だと思

います。ぜひ米沢市が主導してその産学官民の

受け皿をつくっていただきたいと思います。そ

こから初めて住民も一緒になった産業界も一緒

になった感覚で啓発ができると思います。でな

いと、やはり部長おっしゃったとおりです。こ

ちらからの一方通行では啓発はできませんので、

ぜひその受け皿づくりを早急にしていただきた

いということを求めまして、私の質問を終わら

せていただきます。 

○島軒純一議長 以上で16番海老名悟議員の一般質

問を終了し、暫時休憩いたします。 

 

午後 ３時０６分 休  憩 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

午後 ３時１５分 開  議 

 

○島軒純一議長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  この際、お諮りいたします。 

  本日の会議が定刻の午後４時までに終了しない

場合、会議時間を日程終了まで延長することに

したいと思いますが、御異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○島軒純一議長 御異議なしと認めます。 

  よって、本日の会議を日程終了まで時間を延長

することに決まりました。 

  次に進みます。 

  一つ、安部市長の４期目に向けた意思表明はい

つするのか外７点、10番佐藤忠次議員。 

  〔１０番佐藤忠次議員登壇〕（拍手） 

○１０番（佐藤忠次議員） 本日最後の質問者です。

定刻の４時までには終わらせたいと思いますの

で、簡潔な答弁をお願い申し上げます。 

  さて、ことしも残すところ１カ月余りとなりま

した。今は衆議院選の真っただ中であります。

国政選挙は米沢市政にも大きくかかわってまい

ります。市民の良識ある判断を待つしかありま

せん。来年は県議会、市議会、秋には市長選と、

選挙の当たり年です。市議の仲間から衆議院に

出馬された方、また来春の県議選に立候補され

ようとする方々が複数おられます。このことは

米沢市の活性化に大変よいことだと思います。 

  さて、市長選までは１年弱ありますが、市長の

４期目に向けた意思表明はいつごろなされる予

定でしょうかお伺いします。もし今議会で出馬

表明をされるならば、４期に向けたマニフェス

トなどをお聞かせください。 

  次に移ります。 

  市立病院の建てかえについてお伺いします。 

  現病院の累積赤字は60億円を超えております。

また、建てかえには一般会計からの持ち出しも

相当額になると思います。９月の25年度決算に

おける一般会計の経常収支比率は97％、このま

までいけば赤字再建団体になる可能もあります。

いかに金をかけないで節約するには敷地を安く

手に入れることが肝心かと思います。 

  市立病院建てかえの財政シミュレーションを教

えてください。１、現在の場所に建てた場合。

２、新たに土地を購入した場合。３、市有地を

利用した場合についてお伺いします。 

  次に移ります。 

  海老名市議からの前回の質問でありましたが、

地区コミュニティセンターについてお伺いしま

す。避難所に向かないコミセンは７カ所あると

いう答弁がなされておりましたようです。いっ

ときも早い建てかえが必要かと思われます。地

区コミュニティセンターの建てかえ年次を教え

てください。 

  次に移ります。 

  特別養護老人ホームの新設については、前市議
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の白根澤さんからも機会あるたびに質問されて

おりました。私ごとでありますが、私の母はこ

としの２月に97歳で亡くなりました。この間老

人ホームを転々としながら、５年くらい前から

特老にお世話になることができました。私の家

は代々農家なので母は国民年金者です。２カ月

に５万円ぐらいの国民年金をいただいておりま

した。それで特老に入れて、本当に私は助かり

ました。 

  現在、特老の待機者は140名ぐらいでしょうか。

27年度より第６期介護保険事業計画が策定され

ようとしていますが、特別養護老人ホームの新

設の考えはあるのでしょうかお聞きします。 

  次、９月の一般質問でもお伺いしましたが、よ

い答えがいただけなかったので再度質問させて

いただきます。 

  置賜から再度甲子園の夢を抱いて高校球児は毎

年頑張っておられるようですが、なかなかいま

だ甲子園には出場できません。10年ほど前に民

間の社長が見かねて米沢リトルシニアチームを

立ち上げ、自社の敷地で練習させておりました

が、正式の硬式練習場の敷地が確保できないの

で非常に困っているようです。 

  ことしの４月に、中田地区にある下水道の浄水

管理センターの北側に広大な空き地があります。

下水道課に相談に行かれたようです。下水道課

では、下水道の拡張計画はないのでお貸しする

のはよいのですが、永久的な構造物を建てては

いけないとの答弁でした。また、一方では、こ

の土地は国の補助を得て求めた土地なので、県

を通して他用途使用願いを国に出すべきである

との指導助言もありました。下水道課では当然

申請願いは出していただいたものと思います。

その後の経過を教えてください。 

  許可が出れば、バックネットや防球ネットなど

最低の設備は市として整えていただけるのでし

ょうかお聞きします。 

  次に移ります。 

  八幡原公園にパークゴルフ施設ができました。

大変よかったと思います。このパークゴルフ場

の維持管理はどのように今後なされていくのか

お伺いします。米沢パークゴルフ協会のお話に

よりますと、パークゴルフ場と呼ぶにはまだま

だ芝の養生が必要かと思われます。今後の維持

管理は直営でなされるおつもりでしょうかお伺

いいたします。 

  ある会員からの発言ですが、使用していただい

た人に、ワンコインボックスのようなボックス

を置いて少しでも使用した人からお金をいただ

いたらどうですかというようなお話もいただき

ました。年間を通せば維持管理の足しにはなる

のではないでしょうか。このコインボックスの

設置の考えはありませんでしょうかお伺いしま

す。 

  次に移ります。 

  きのうから非常に重たい雪が降り、ことしも除

雪の季節がやってまいりました。除雪の当初予

算は５億5,000万円、大雪の年は11億円にも達し

たことがあります。当市の除雪費の支払いはキ

ロ単価の支払いのようですが、これでよいのだ

ろうか。国、県では十数年前から機械にタコグ

ラフを取りつけ、時間支払いを行っています。

市が貸与している機械については時間制にした

らどうでしょうかお伺いします。 

  タコグラフを新たに取りつけなくても重機には

アワーメーターというものがあります。土木課

に提出される各機械の日報にアワーメーターの

記録を義務づけたらどうでしょうか。１シーズ

ンのデータを分析されたらどうでしょうか。キ

ロ単価がいいのか、時間単価がよいのかが分析

されるかと思います。 

  次に移ります。最後の質問です。 

  最近、国、県道には防雪柵の設置が目立ってお

ります。市道についても要望がたくさん出てお

りますが、なかなか市道には防雪柵ができてお

りません。今後、市ではどのような考えでおら
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れるのでしょうかお聞きします。 

  以上で壇上からの質問を終わらせていただきま

す。 

○島軒純一議長 安部市長。 

  〔安部三十郎市長登壇〕 

○安部三十郎市長 ただいまの佐藤忠次議員の御質

問にお答えをいたします。 

  私からは、４期目に向けた意思表明についてと

市立病院の建てかえについての総論をお答えい

たします。その他につきましては部長よりお答

えをいたします。 

  まず、最初の御質問でありますが、私の任期は

来年12月21日まででありますので、まだ１年と

少しあります。現在は直面する諸課題に全力で

取り組むことが何よりも重要で、次期の選挙に

ついては現段階では何も申し上げるべきではな

いと考えています。せっかく御質問いただきま

したが、御了承を賜りたいと思います。 

  続いて、市立病院でありますが、建てかえ基本

構想でもお示ししておりますが、本市を含めた

３市５町からなる置賜二次保健医療圏の中核的

な医療機関の一つとして地域医療に貢献してい

るところであります。置賜医療圏は全国や県と

比べて医療機関が少なく、医師や看護師等の人

材も少ない地域事情にあり、平成26年度診療報

酬体系においても特に医療資源が少なく特段の

配慮が必要とされた全国30の二次保健医療圏の

一つに挙げられております。 

  市立病院の現在使用している外来棟、管理棟は

建築後49年、病棟は30年経過しており、老朽化

が進み、早急な改善が必要となっております。

さらに、近年は新たな医療技術の導入や医療安

全、医療環境、災害対応など病院に求められる

医療機能やサービスは複雑多岐になっています

が、現病院の施設では狭く、対応が難しくなっ

ています。 

  今後、少子化、高齢化とともに人口減少が予想

されておりますが、そうした状況においても、

本市にとって将来とも必要な機能である総合病

院としての市立病院の担うべき役割を再確認し、

地域住民の命と健康を守るとりでとして、さら

には本市及び置賜医療圏の医療水準の維持向上

に取り組む必要がありますし、将来的にも維持

していくべきものと考えております。 

  こうしたことから、市立病院の建てかえは喫緊

の課題と捉えられており、できるだけ早い時期

の建てかえを考えております。 

  また、病院建設については、まちづくりにとっ

ても重要な位置を占めておりますので、その観

点も十分考慮し、今後の建設計画を進めてまい

りますので、御理解と御協力をいただきますよ

うお願いを申し上げます。 

  なお、つけ加えさせていただきますと、毎年２

月あたりに看護師による看護研究発表会があり

ます。ことしは12月に行われますが、毎年伺っ

ておりますが、一生懸命に看護技術の向上に努

められております。看護師だけでなくてそのほ

かの技師、薬剤師、さまざまな病院のスタッフ

が一生懸命によい医療を提供するべく日々頑張

っておられることに敬意を表し、またそのこと

も皆様方に御理解いただいて応援いただきます

ようにお願いを申し上げて答弁といたします。 

○島軒純一議長 加藤市立病院事務局長。 

  〔加藤智幸市立病院事務局長登壇〕 

○加藤智幸市立病院事務局長 私からは、市立病院

の建てかえの財政シミュレーションについてお

答えいたします。 

  初めに、市立病院の累積欠損金は平成25年度末

で60億円を超えておりますが、借入金の同年度

末の残高は11億6,000万円ほどであり、累積欠損

金自体は、借入金とは違い決算書上の数字であ

り、事業の運転資金となる内部留保資金は、平

成25年度も赤字ながら２億円ほどふえ、25年度

末時点で約12億円となっております。 

  次に、建てかえのシミュレーションの御質問で

すが、病院の建設場所については、患者さんの
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通院の利便性を考慮することは当然のことなが

ら必要な条件でありますので、市街化区域ある

いはそれに隣接した区域が病院用地に適してい

るものと考えており、さらには本市のまちづく

りにとっても整合性を考慮する必要性もあり、

現在本市が保有する用地で必要な面積を要した

適切な場所はないものと考えております。 

  また、事業費については、現地建てかえの場合

診療を続けながらの工事となりますので、仮設

工事、解体工事費などにより事業費が割高にな

るものと見込んでおり、新たに土地を購入した

場合には用地代や補償費、その他附帯設備の整

備など、建てかえ場所によってかかる費用も異

なりますので事業費も大きく変わってまいりま

す。また、昨今の建設費の高騰もあって今後慎

重に精査する必要などもありますので、現時点

で特定の場所を想定しての財政シミュレーショ

ンを行うのが難しい状況にありますので、御理

解をお願い申し上げます。 

  市立病院の建てかえにつきましては、過度な投

資とならないように心がけながら、今後も適切

な時期に情報をお示しし、市民の皆様、議会か

ら御意見をいただきながら協議や検討を重ね、

市民の皆様や地域医療にとってよりよい結果と

なりますよう努めてまいりますので、引き続き

御理解と御指導を賜りたいと考えております。 

  私からは以上です。 

○島軒純一議長 原教育長。 

  〔原 邦雄教育長登壇〕 

○原 邦雄教育長 私から、佐藤忠次議員の御質問

にお答えをいたします。 

  最初に、コミュニティセンター建てかえの年次

計画についてお答えいたします。 

  コミュニティセンターの建てかえもしくは改築

につきましては、現施設の老朽化の状況や安全

性、国などの財政支援、長期的な本市の財政事

情等、さまざまな条件を総合的に勘案した上で

コミュニティセンターの改築・整備計画を検討

しておりますが、本市の公共施設全体の中で整

備していくことになりますので、平成28年度を

初年度とする新総合計画策定の中で検討し、推

進していく必要があると考えております。 

  コミュニティセンターの改築・整備について、

その建てかえ順につきましては、建設年の古い

順からの実施を基本に考えております。古い順

に３館をお示ししますと、上郷コミセン、竣工

が昭和39年５月、木造２階建て、築50年であり

ます。次に窪田コミセン、竣工が昭和43年11月、

木造２階建て、築46年。次いで田沢コミセン、

竣工が昭和44年10月、木造２階建て、築45年に

なります。これらについては、地区の状況、当

該施設の整備の施策等により順番が変更になる

ことも十分に想定されます。 

  新しいコミュニティセンターの整備につきまし

ては、これまでの例で申し上げますと、期間は

おおむね１施設３カ年を想定しており、１年目

に用地購入、２年目に建物・外構設計、３年目

に建築・外構工事を行って開館となっておりま

す。 

  今後の整備計画についてでありますが、財政運

営の見通しや市民ニーズ、重要度等を踏まえて

定め、全庁的な体制で取り組みながら本市の公

共施設全体の中で計画を立て整備していくこと

となりますので、繰り返しになりますが、平成

28年度を初年度とする新総合計画策定の中で検

討し、推進していく必要があると考えておりま

す。 

  具体的な実施年度につきましては、前述の新総

合計画の策定に向けて作業を進めているという

段階ですのでお示しすることはできませんが、

新総合計画に盛り込むこととしている公共施設

に関する基本的な考えに沿って進めてまいりた

いと考えておりますので、御理解をお願いいた

します。 

  次に、リトルシニアの硬式野球練習場としての

整備についてお答えをいたします。 
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  当該施設用地につきましては、９月定例会で御

説明いたしましたとおり、担当課において県を

通じ国土交通省に目的外使用の変更申請手続を

進めているところでありますが、これまでの話

し合いの過程において、議員御質問の防球ネッ

トやバックネット等の施設につきましては米沢

リトルシニアにおいて整備する旨のお話をお聞

きしているところであります。 

  また、当該用地を含めた施設は現在、市の体育

施設として位置づけがなされていないことから、

現時点で体育施設として整備を行うことは難し

いと考えておりますので、御理解をお願いいた

したいと思います。 

  私からは以上です。 

○島軒純一議長 菅野健康福祉部長。 

  〔菅野智幸健康福祉部長登壇〕 

○菅野智幸健康福祉部長 私からは、特別養護老人

ホームの新設の考え方についてお答えいたしま

す。 

  特別養護老人ホームは、在宅での生活が困難に

なった高齢者のセーフティネットとしてこれま

で積極的に整備を進めてきたところであり、本

市の場合、平成24年に特別養護老人ホーム60床

を新設し計475床になるなど、他市町村と比べて

も施設整備は進んでいる状況にあると考えてお

ります。しかし、入所希望者は依然として多く、

在宅待機者は平成26年６月現在で232人となって

いる現状であります。 

  介護保険料は、市全体の介護サービスの利用状

況や過去の給付実績、給付予測などから決まる

ことから、特別養護老人ホームを新設したり介

護サービスの充実に伴い介護給付が増加し、保

険料の額は高くなるという関係があります。こ

れを踏まえながら、米沢市高齢者福祉計画・第

６期介護保険事業計画を策定するに当たり、日

常生活圏域ニーズ調査及び高齢者福祉事業に関

する意識調査を行いました。この調査では「保

険料が今より高くても介護保険サービスが充実

しているほうがよい」という意見は１割程度に

とどまり、大多数の方が介護保険施設整備より

も介護保険料の上昇を抑えることを望んでいる

という結果が出ている状況でありました。 

  その他、現在在宅生活をされている方に対し

「今後、体が弱くなったり判断能力が不十分に

なったとき、どこで生活したいですか」の問い

につきましては、「住みなれた家で暮らした

い」という方が６割を超える状況で、いつまで

も住みなれた家、地域で暮らしたいという在宅

生活を望む声が多い結果となっております。 

  また、医療が必要な方につきましては、特別養

護老人ホームではなく、看護職員が充実してお

ります老人保健施設などでの生活のほうが本人

も家族も安心であるという考えもあります。 

  さらには、本市の65歳以上人口が平成32年ごろ

から減少に転じるという推計から待機者数も減

少することが見込まれ、新たな施設整備に伴う

費用負担が増加することの将来的な影響を考慮

すれば、本市としては次期計画期間中に特別養

護老人ホームの新設は行わないものと考えてお

りますので、御理解いただきたいと思います。 

  一方、今回の制度改正によりまして、平成27年

４月１日以降、特別養護老人ホームへの新規入

所者が原則要介護３以上に限定されることから、

平成26年６月時点での要介護３以上の待機者は

141人となることになり、実質的な在宅待機者は

減少することが見込まれます。 

  しかし、依然として多い状況にありますので、

そのような待機者につきましては、本市としま

しても、高齢者が支援や介護を必要とする状態

になっても住みなれた家でできる限り自立した

生活ができるように、適切な介護サービスや在

宅福祉サービスが必要に応じて提供される仕組

みづくりに取り組んでいるところであります。 

  現在策定中の米沢市高齢者福祉計画・第６期介

護保険事業計画におきましても「高齢者がいき

いきと暮らすまちづくりの推進」を基本理念に
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掲げ、団塊の世代が75歳に到達する平成37年の

あるべき姿を念頭に目標設定をした中長期計画

として「地域包括ケア」実現のための方向性を

継承しつつ、在宅医療介護連携などの取り組み

を本格化していく考えであります。 

  そのようなことから、次期計画で充実していく

部分としましては、「通い」を中心に、利用者

の状況や希望に応じて随時「訪問」や「泊ま

り」など柔軟なサービス提供を行うことのでき

る小規模多機能型居宅介護を２カ所新設するこ

とを考えております。 

  さらに、今後増加が見込まれる医療ニーズや介

護ニーズをあわせ持つ高齢者が、可能な限り住

みなれた地域において継続して日常生活を送れ

るよう支援する「在宅医療・介護連携」を推進

するための基盤整備が重要であることから、退

院直後もしくは日常の療養支援、急変時の対応、

みとりなどのさまざまな局面における医療的支

援も期待できるサービスとして、複合型サービ

ス、定期巡回・随時対応型訪問介護看護の整備

検討も行ってまいりたいと考えております。 

  以上のことから、地域包括ケアシステムにより

在宅で暮らす高齢者を医療と介護の両面から24

時間365日支える体制を構築してまいりたいと思

います。 

  私からは以上です。 

○島軒純一議長 細谷建設部長。 

  〔細谷圭一建設部長登壇〕 

○細谷圭一建設部長 私から、６の八幡原公園パー

クゴルフ施設の維持管理について、７の除雪費

の支払い方法の見直しについて、そして８の市

道の防雪柵の設置について申し上げます。 

  初めに、八幡原公園パークゴルフ施設の維持管

理についてのうち、パークゴルフ協会に維持管

理をお願いできないかについてですが、八幡原

公園内に整備を進めてまいりましたパークゴル

フ施設につきましては、ことしの10月に使用を

開始したところでございます。整備に当たりま

しては、米沢市パークゴルフ協会の皆様からコ

ースの計画や整備に関する技術的な指導、さら

にはオープン前の草刈りを初め芝刈りやコース

の手入れなどの御協力をいただいたところです。 

  本格的な維持管理につきましては、来年度から

基本的には本市での維持管理で行ってまいりた

いと考えておりますが、利用する上での細やか

な管理などについては、米沢市パークゴルフ協

会から御意見をお聞きするなど、御協力をいた

だきながら進めてまいりたいと考えております。 

  次に、利用者から費用をいただいて維持管理費

の一部にしてはどうかについてですが、今後の

維持管理については、草刈りやコースの手入れ

についての維持管理費が発生してまいりますが、

利用状況や維持管理状況を見ながら、また県内

の類似施設の管理運営方法や内容などを調査し

てまいりますが、使用料につきましては、議員

からもワンコインボックスを設置したらよいの

ではということで御提案をいただきましたが、

今のところ無料ということで考えております。 

  続きまして、除雪費の支払いの見直しについて

のうち、除雪単価を距離方式から時間方式に変

更できないかについですが、除排雪業務委託に

おいての除雪単価は、早朝除雪及び日中のざけ

とりにつきましては距離方式を、歩道除雪や排

雪、交差点処理につきましては時間方式をそれ

ぞれ採用しているところでございます。 

  これまでも議会からの御提案もありまして、早

朝除雪については時間単価方式の採用について

検討してきた経緯があるわけですが、御承知の

とおり、除雪路線につきましては、山間部と市

街地、広い道路と狭い道路、交差点が多い路線

や屈曲部が多い路線などさまざまな作業する環

境や条件を有しております。 

  このため、距離方式から時間単価方式に変更し

た場合の課題としまして、主に１つ目として、

特に狭隘道路が多い市街地の除雪の改善にどの

くらいつながるのか。２つ目が、早朝３時から
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７時までの限られた時間内に除雪作業が完了で

きるのか。できない場合は除雪機械の状況やオ

ペレーターの増員が可能か。３つ目が、私道除

雪の負担割合関係はどうなるのか。４つ目とし

て、さらに除雪経費に増大が生じれば財政負担

は可能なのかなどとなっております。このよう

なことから、時間方式の採用につきましては、

大きな課題として除排雪業務委託の全体的な見

直し時に検討を深めてまいりたいと考えており

ます。 

  続きまして、市道の防雪柵の設置についてのう

ち、市道竹井浅川線の防雪柵の設置についてで

ありますが、御質問の箇所につきましては、議

員御指摘のとおり、地形条件により地吹雪の発

生により視程障害や吹きだまりが起こりやすい

路線であることの認識はしているところであり

ます。このようなことから、当該路線につきま

しては、特に吹きだまり解消や、特に下校時の

通学路を確保するための除雪作業を重点的に実

施するように位置づけをしているところです。 

  議員仰せのとおり、防雪柵につきましては地吹

雪対策に効果が期待されますので、ほかの路線

についても市内各地区から御要望をいただいて

おります。防雪柵の整備に当たりましては、多

額の費用を要するとともに毎年の維持管理も必

要となりますので、風向・風速や降雪量などの

気象条件の調査・解析はもちろんのこと、交通

量に対する費用対効果など、その事業効果を十

分に検討する必要があるものと考えております。 

  本市におきましては、国の補助を活用し、市道

路線として初めて市道古志田町林泉寺１丁目線

を事業化しまして、初年度である今年度につき

ましては調査作業に着手しているところであり

ますが、厳しい財政事情もあることから、複数

の路線に同時に着手することは難しい状況にあ

ります。 

  市道竹井浅川線も含めた防雪柵事業につきまし

ては、通行量や気象状況の観察を続けながら、

新たな総合計画の中で市全体の事業量を勘案し

ながら検討してまいりたいと考えております。 

  私からは以上です。 

○島軒純一議長 佐藤忠次議員。 

○１０番（佐藤忠次議員） それでは、順次質問さ

せていただきます。 

  市長は、答弁では４期目への表明を先延ばしに

されました。理由として、今の事業を一生懸命

精いっぱい頑張るということでございますが、

それだけでしょうか。本当の理由をお聞かせく

ださい。 

○島軒純一議長 安部市長。 

○安部三十郎市長 壇上で述べたとおりで、それ以

外のものは何もありません。 

○島軒純一議長 佐藤忠次議員。 

○１０番（佐藤忠次議員） わかりました。今の事

業を一生懸命頑張ってください。 

  それでは、次の質問に移ります。 

  今、隣の南陽市では市民文化会館の総事業費が

70億円とも聞いております。そして、国からの

助成が26億円の助成をいただいたということも

聞きました。この金額は妥当なのかわかりませ

んが、南陽市では５年ほど前から文科省に市の

職員を派遣されておったそうです。そんなこと

で、今回、市立病院の新築は、総額は幾らぐら

いになるか私はわかりませんが、大体総額幾ら

ぐらいを予定しておられますかちょっとお聞き

します。 

○島軒純一議長 加藤市立病院事務局長。 

○加藤智幸市立病院事務局長 先ほどもお答えした

ところではありますけれども、現時点でまだ建

設場所も決まっておりませんし、その建設費に

ついても相当今現在も動いておりますので、現

時点で総事業費幾らというふうなことを申し上

げるのは適当でないというふうに考えておりま

す。 

○島軒純一議長 佐藤忠次議員。 

○１０番（佐藤忠次議員） わかりました。それは
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今後一生懸命検討されてもいいと思いますが、

その南陽市の例のように職員を厚労省なりに派

遣して５年間ぐらい勉強させたらどうですか。

市長の考えをお聞かせください。 

○島軒純一議長 安部市長。 

○安部三十郎市長 南陽市の例ですが、必ずしも職

員を派遣しているから有利な状況になっている

ということでなくて、なかなか厳しい状況にな

ってしまっているということかなというふうに

はたから拝見をしております。また、南陽市だ

けではなくて県内でも各自治体で中央省庁に職

員を派遣しているところもありますが、それも

なかなか派遣したから内部の情報が他よりも有

利にとれるとも限らないというようにも思って

おります。それで、米沢市としては、必ずしも

職員を派遣しなくても内部の情報がいち早くと

れるようなそういう努力をしていくことが大事

だというように思っております。 

○島軒純一議長 佐藤忠次議員。 

○１０番（佐藤忠次議員） 市長がそういう考えな

らば私は強くは言いませんが、やはりこの病院

の建設というのは非常に重要であり、かつ本当

に大事業でございます。そんなことを考えると

私も本当にいても立ってもおられないというか、

本当に心配しております。市議会では病院建替

特別委員会もできておりますので、私はあえて

これ以上申し上げません。 

  次の質問に移ります。 

  除雪なんですが、今、部長答弁では、キロ単価

でなく時間単価で若干はやっておりますが、そ

れ全部を時間単価にはしないと言っておられま

すが、やはり除雪機械には３種類の機械がござ

います。例えばタイヤドーザ、そしてグレーダ、

ロータリー。この機械の組み合わせをすること

によって効率のよい作業ができるんです。例え

ばドーザだったら拡幅とか初期除雪には向いて

おります。そしてグレーダは圧雪用なんです。

圧雪された道路に向くのがグレーダなんです。

そしてロータリーはもちろん拡幅だったり積み

込みだったりいろいろあるわけなんですが、き

のうの雪なんかは湿り雪で、本当に私も除雪し

ましたが、ロータリー車などには詰まって大変

苦労しました。そんなことで向き不向きの機械

があるんです。だから、一律に朝の時間、まず

初期除雪だったらそんなに変わりませんが、や

はりその作業作業によって大分違うということ

があります。そんなことをぜひ頭に入れてくだ

さって、例えば日報についてアワーメーターを

提出させるとかそういうことをぜひやってみて

ください。そして勉強して、高額な除雪費を使

うわけでありますから、幾らでも節約されれば

いいと思いますので、ぜひお願いしたいと思い

ます。 

  まだたくさん私もありますが、４時までに終わ

らせると言いましたので、私はこれでやめさせ

ていただきます。本日はどうもありがとうござ

います。 

○島軒純一議長 以上で10番佐藤忠次議員の一般質

問を終了いたします。 

 

 

 

  散    会 

 

○島軒純一議長 以上をもちまして本日の日程は終

了しました。 

  本日はこれにて散会いたします。 

  御苦労さまでした。 

 

  午後 ３時５７分 散  会 

 


